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令和７年度 人吉市中学生みらい議会を開催しました
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人吉市関連施設
カルチャーパレス（下城本町1578番地１） ☎24−3311

スポーツパレス（下城本町1566番地１） ☎22−1688

水道局お客様センター（市役所２階） ☎22−5497

人吉城歴史館（麓町18番地４） ☎22－2324

保健センター（市役所横） ☎24−8420

石野公園（赤池原町1425番地１） ☎22−6700

鉄道ミュージアム（中青井町343番地14） ☎23－2000

図書館（下城本町1578番地１） ☎24－3518

くまりば（相良町４番地２） ☎22－5183

人吉市役所　☎２２－２１１１( 代表 )
住所　�〒 868-8601　人吉市西間下町７番地１
開庁時間　午前８時 30 分～午後５時 15 分（木曜
は～午後７時）
開庁日　月～金曜 ( 土・日曜、祝日、年末年始を除く )
ホームページ　https://www.city.hitoyoshi.lg.jp/

人吉市の住民基本台帳人口
令和７年 10 月末日現在　※（ ）は前月比

人吉市のマイナンバー
カード保有率
81.3％

（令和７年 10 月末）
（総務省発表）

申請・受け取りは

お早めに！

総数 29,119人（－   20 人）

男 13,554人（－    ５人）

女 15,565人（－   15 人）

世帯数 15,075世帯（＋ ３世帯）

市税務課収納係（内線１０５５）問

人の動き

▲市ホームページ ▲窓口の混雑状況

ふるさと納税ふるさと納税

寄付件数と寄付額
令和７年 10 月
632 件

1,172 万 1,000 円
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14 年末年始のお知らせ

16 グローバルジュニアドリーム事業
参加報告

17 税を考える週間　作品・入賞者紹介

18 あなたの町の民生委員・児童委員を
紹介します

32 輝ける高齢者の居場所に
参加しませんか？
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お人よし
話題をおって
令和２年７月豪雨からの復旧・復興情報
情報ひろば・保健センターだより
ひとよしのお仕事file
地域おこし協力隊通信
川畑式　脳いきいきパズル
子育て通信
ようこそとしょかんへ！
備えて安心！　やさしい防災講座
市長日記
Let's お手

し ゃ

話べり
各種相談ガイド
ひとよしの情報発信
行事カレンダー
編集後記

連載

隔月

便利な口座振替をご利
用ください。金融機関
で手続きができます。

納期限
12月25日（木）

12月の納税
・固定資産税（第４期）
・国民健康保険税（第６期）
・介護保険料（第６期）
・後期高齢者医療保険料
　（第６期）

市環境課廃棄物対策係（内線２０７２）問

祝日などのごみ収集
ごみ分別アプリ年末年始の家庭ごみ収集日

は15㌻をご覧ください。

※�１月12日（月）は、月曜
が収集日の地区だけ燃え
るごみを収集します。

次回の広報配布は令和８年１月５日（月）です。

中
小
企
業
の
人
材
育
成
を
中
心

に
実
践
的
な
研
修
を
提
供
す

る
国
の
機
関
「
中
小
企
業
大
学
校
」

の
人
吉
校
は
、
今
年
10
月
で
30
周
年

を
迎
え
た
。

　

中
小
企
業
大
学
校
と
は
、
中
小
企

業
の
「
人
・
モ
ノ
・
金
・
情
報
」
に

関
わ
る
あ
ら
ゆ
る
支
援
を
包
括
的
に

提
供
す
る
独
立
行
政
法
人
中
小
企
業

基
盤
整
備
機
構
が
運
営
す
る
人
材
育

成
施
設
。
同
校
の
ほ
か
に
全
国
に
８

校
設
置
さ
れ
て
い
る
。
同
校
で
は
主

に
南
九
州
地
域
の
企
業
を
対
象
に
、

短
期
か
ら
長
期
の
研
修
コ
ー
ス
を
年

間
60
回
以
上
実
施
。
研
修
は
、
経
営

者
や
従
業
員
な
ど
を
対
象
に
し
た

多
彩
な
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
て
い

る
。
講
師
陣
に
は
、
実
務
経
験
を
持

つ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
や
税
理
士
、
弁

護
士
な
ど
の
専
門
家
を
呼
び
現
場
の

リ
ア
ル
な
知
識
と
経
験
を
受
講
者
に

伝
授
。
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
中
心
と

し
た
研
修
で
異
業
種
間
で
の
交
流
や

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
が
で
き
る
の

も
大
き
な
魅
力
。
参
加
者
同
士
が
直

接
関
わ
り
合
い
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス

を
広
げ
る
場
に
も
な
っ
て
い
る
。
さ

ら
に
、
研
修
に
参
加
す
る
企
業
の
利

便
性
を
考
慮
し
て
、
校
外
研
修
も
年

間
10
回
以
上
実
施
。
子
育
て
世
代
な

ど
で
遠
い
場
所
へ
の
出
張
に
行
け
な

い
人
な
ど
に
人
気
だ
。

　

人
吉
校
は
宿
泊
施
設
も
併
設
。
ま

ち
な
か
へ
の
ア
ク
セ
ス
も
よ
い
た

め
、
研
修
後
に
参
加
者
同
士
が
交
流

で
き
る
な
ど
評
価
は
高
い
。
校
長
の

根
耒
義
將
さ
ん
は
「
人
吉
球
磨
の
企

業
の
利
用
は
全
受
講
企
業
の
わ
ず
か

３
％
。
こ
の
機
会
に
も
っ
と
活
用
し

て
も
ら
い
た
い
」
と
願
う
。

開校 30 周年を迎えた中小企業者などのための
人材育成施設

中小企業大学校 人吉校（鬼木町）

▲�宿泊施設には、源泉かけ流しの天然温泉
を完備。全国で人吉校だけ

▲�眺め良し、味よしの食堂。人吉球磨産米
を使用し、食で利用者を癒やす

ちゅうしょうきぎょう
だいがっこう ひとよしこう
　1995年に設立。正規職員と民間委
託業者合わせて31人で運営している。
16代目校長は根耒（ねごろ）義將（よ
しまさ）さん（写真㊤）。市内の高台
に位置していることから見晴らしがよ
く、静かな環境で受講できるのが同校
の売り。
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２
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５

６７

８９
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11

12
１＿�鉄道フェスには、動く SL を一目見ようと約１万人が

来場しにぎわった
２＿�コンプレッサー（空気圧縮機）を積み込むため、10

月 25 日に綱引きで SL を引き出した
３＿�約 70㌧の SL を動かす動力源「圧縮空気」をつくる

ためコンプレッサー２台を積載
４＿お披露目を前にピカピカに磨き上げた
５＿�式典には約 50 人の関係者らが参加
６＿�運転手を務めた若桜（わかさ）鉄道（鳥取県）の谷口

剛史（たかし）さん。式典後には安心した表情を見せ
た

７＿動態展示時には SL を囲むように人だかりに
８＿機関車庫の見学ツアーで貴重な体験
９＿鉄道グッズの販売も行われた
10 ＿�鉄道の上を走るレールバイクには、

親子連れの長蛇の列ができた
11 ＿�設置されたメッセージボードに

は、SL を愛する気持ちが用紙いっ
ぱいに広がった

12 ＿記念の瞬間を親子でパシャリ

　

昨
年
11
月
に
里
帰
り
し
た
「
ハ

チ
ロ
ク
」
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
て

い
る
蒸
気
機
関
車
「
Ｓ
Ｌ
人
吉
」。

市
で
は
、
動
く
状
態
で
の
展
示
を

す
る
た
め
の
整
備
を
進
め
て
き
ま

し
た
。
そ
の
整
備
が
終
わ
り
、
11

月
16
日
に
動
態
化
を
お
披
露
目
。

「
Ｓ
Ｌ
人
吉
」
は
九
州
で
唯
一
の

動
く
Ｓ
Ｌ
と
な
り
ま
し
た
。

　

記
念
式
典
で
松
岡
市
長
は
「
命

を
吹
き
返
す
感
動
を
分
か
ち
合
え

る
こ
と
を
う
れ
し
く
思
う
」
と
あ

い
さ
つ
。
司
会
を
務
め
た
か
め
き

ち
さ
ん
の
「
出
発
進
行
！
」
と

い
う
合
図
に
合
わ
せ
て
Ｓ
Ｌ
が

「
ポ
ー
ッ
！
」
と
甲
高
い
汽
笛
を

鳴
ら
し
動
き
出
す
と
、
会
場
か
ら

は
拍
手
が
湧
き
ま
し
た
。

　

式
典
後
に
は
、
鉄
道
フ
ェ
ス
も

開
催
。
正
午
と
午
後
３
時
に
動
い

て
い
る
Ｓ
Ｌ
を
一
般
の
来
場
者
に

も
お
披
露
目
。
復
活
を
目
の
当
た

り
に
し
た
来
場
者
は
、
再
始
動
の

瞬
間
を
動
画
や
写
真
に
収
め
て
い

ま
し
た
。

▲�動画は
　こちら

SL 人吉フォトリポート

5 4HITOYOSHI　2025.12.01 広報ひとよし　12月号



SNS……会員制交流サイト

子どもの歯科矯正に補助金を出す制度を提案

第一中
上
かみたかはら

髙原 聡
さとし

愛
あ い せ

瀬 美
み き

希

　成長期に歯の矯正を行えば、虫歯
や歯周病の発症リスクが軽減され、
将来的に医療費の抑制になると考え
ます。全国に先駆けて矯正への補助
制度を始めれば、やさしいまちとし
て注目されると思います。

令和７年度
人吉市中学生みらい議会を

開催しました

　成長期の口腔機能の発達やかみ合
わせの改善が全身の健康に影響を及
ぼすことが指摘されているため、国
の動向を見ながら必要に応じて検討
します。今後も歯科保健対策に力を
入れて取り組んでいきます。

中高年層に向けた旅行 PR を強化しては

第一中
中
なかむら

村 龍
りゅうけい

慶 永
な が い

井 慎
ち か ら

羅

　自然や温泉、文化財を生かした癒
やしをテーマに「大人の旅」として
人吉を PR します。中高年層が利用
する SNS やテレビで情報を発信し
て観光客が来ることで、人吉が活性
化するのではないかと考えました。

　旅行の PR 方法や人吉の武器など
の視点は、観光戦略で非常に重要で
す。地元をよく知るガイドや専門家
などと連携しながら、本市の魅力を
より多くの皆さんに知ってもらえる
よう取り組んでいきます。

ごみ問題解決に「生ごみ肥料化事業」を提案

椎
し い ば

葉 正
ま さ と

人
第二中

田
た な か

中 勇
ゆ う ご

梧

　家庭から出た生ごみを捨てるので
はなく、回収場所を設けて人吉球磨
の農業経営者が肥料として活用でき
る事業を提案します。この事業が可
能なら、ごみ問題と農業の発展につ
ながるのではないでしょうか？

　生ごみは燃えるごみの重量に占め
る割合が大きく、いかに減らすかが
大きな課題です。他の自治体の先進
事例を参考にしながら、本市の規模
と環境に合った、持続可能な生ごみ
減量施策を検討・実施していきます。

きじコ（電子地域通貨）のポイントシステムで市民の運動を促進しては スポ G
ゴ ミ

OMI（スポーツごみ拾い）開催で環境意識の向上につなげては

森
もり

 雪
ゆ づ き

月
第一中

森
もりはら

原 匠
たくみ

　日頃から運動することは、健康寿
命延伸に欠かせません。運動の習慣
付けのためにアプリを使い、移動距
離や運動時間に応じてポイントをた
めて、きじコと連動するシステム作
りを提案します。

　スポ GOMI は遊び感覚で地域の
環境問題を学べ、環境美化の意識を
高める具体的な手段になります。成
績上位者には、地域で使える商品券
を配布するなど工夫し、学校と連携
し開催してはどうでしょうか？

　 現 在、 日 々 の 健 康 チ ェ ッ ク や
ウォーキング歩数に応じたポイント
付与の構築を進めています。ポイン
ト活動をしながら、運動を習慣化し
健康増進につながる市民の健康づく
り施策を今後も展開していきます。

　スポ GOMI は楽しみながら環境
美化に取り組めるとても魅力的な活
動。新たに開催することはすぐには
難しいが、環境教育や地域活動の参
考にし、学校や地域団体と協力して
できる形を検討していきます。

「歴史人形劇」で人吉の歴史や文化を伝える機会づくりを 教科書や課題のデジタル化ができないか

第一中
福
ふくなが

永 夢
ゆ い

衣
第二中
白
しらいし

石 謙
け ん た ろ う

太朗前
ま え だ

田 紗
さ ら

良 大
だいおう

王 心
こ は る

晴

　北海道函館市では、市民ボラン
ティアで野外歴史劇が行われ、地域
の歴史を知ることができます。人吉
でも市や市民を中心に歴史人形劇を
行い、地域活性化にもつながる機会
をつくってはどうでしょうか？

　児童・生徒用のタブレット端末の
有効活用として、教科書や課題のデ
ジタル化を提案します。情報へのア
クセスが迅速になり効率的に学習を
進められ、教科書などを持ち運ぶ負
担軽減にもつながります。

　劇を見学する人だけでなく演じる
人も人吉の歴史を知るいい機会にな
ると思います。学校や地域と連携し、
郷土の歴史学習支援を進め、将来的
に人形劇などの取り組みにつなげて
いければと考えます。

　教科書など持ち帰りの負担軽減に
有効な手段と考えます。現在、国で
はデジタル教科書の正式教科書への
位置付けを進めています。教科の特
性や発達段階などを考慮しながら教
科書を選定します。

公共トイレを新たに設置してほしい

第二中
新
しんむら

村 真
ま り

理 立
たてやま

山 陽
ひ な た

葵

　人吉には公園以外のトイレの数が
少なく、道沿いにはトイレ単体の建
物がほとんどありません。住民や観
光客にとって使いやすく、清潔で誰
でも使用できるバリアフリーのトイ
レが必要不可欠だと考えます。

　新たに公園施設などへのトイレ整
備を進めています。今後も観光客の
要望に対応し、トイレの数を増やし
ていきます。清潔さやバリアフリー
対応、利便性の面で、さらに利用し
やすい環境整備を進めていきます。

　議会の模擬体験を通して市民生活と行政の関わりを学び、子どもたちに市の未来について考えてもらう「人吉市　議会の模擬体験を通して市民生活と行政の関わりを学び、子どもたちに市の未来について考えてもらう「人吉市
中学生みらい議会」を 10 月 31 日に開催しました。市内の中学３年生が発言した質問の一部を紹介します（敬称略）。中学生みらい議会」を 10 月 31 日に開催しました。市内の中学３年生が発言した質問の一部を紹介します（敬称略）。

第三中
松
まつなが

永 聖
せ い ら

萊 元
も と だ

田 龍
りゅうのすけ

乃介

防災状況や安心安全なまちづくりを発信して移住者を呼び込んで

第二中
中
な か や の

矢野 結
ゆ づ き

月

　人吉の復興には、人口増加が絶対
条件だと考えました。移住先の有力
候補になることを目指し、SNS や
新聞、テレビなどで、人吉は安心安
全なまちであるということを発信し
てはどうでしょうか？

　移住・定住を考える人にとって、
まちの安心レベルを知る上で情報発
信は非常に重要だと認識していま
す。自然の豊かさや仕事と住まいの
環境づくりなど、暮らしの魅力と併
せて積極的に発信し続けます。

問合せ　市学校教育課教育係（☎２２－２１１１　内線４０１３）

くわはら

 巧
たくみ
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主な出来事
2025年の 　今年も広報ひとよしをご愛読いただきありがとうご

ざいました。2025年のさまざまな行事や出来事の中
から、編集室が選ぶ主なものを紹介します。

2025年の主な出来事
【１月】
12 日
15 日
24 日

【２月】
16 日　
18 日
23 日
28 日
【３月】
１日

３日
８日
26 日
【４月】
19 日
【５月】
31 日
【６月】
29 日

【７月】
11 日
12 日
【８月】
１日
２日

８日
【９月】
14 日
18 日
27 日

【10月】
９日
11 日
12 日

16 日
18 日
【11月】
１日
15 日

【12月】
14 日

人吉市消防出初式
社会実験：担い手ワークショップ

「きじ馬・きじ車制作技術」国選択無形民
俗文化財への答申

第 22 回ひとよし温泉マラソン
子ども食堂普及促進連携協定締結式
第 46 回人吉梅まつり
災害公営住宅（東校区）落成式

社会実験：うぐいす温泉前社会実験オープ
ニングイベント
事業承継の広域連携支援に関する協定締結式
御溝川二次放水路完成式
人吉市×サントリーグループ協定締結式

球磨川　川開き祭

MOZOCA ステーション 10 周年感謝祭

「災害時における食料の調達支援協力に関
する協定」の締結

人吉城歴史館　リニューアルオープン
ランバーやまと人吉工場落成式

戦争体験と平和への想いパネル展（～29日）
社会実験：まちなかサードプレイス（ひと
よし街なか　ひとはこ図書館）オープン
石野公園焼酎館リニューアルプレオープン

中神遊水地事業着工式
静岡県牧之原市への災害派遣出発式
社会実験：Let's Try　くまがわアクティ
ビティ !!

おくんち祭（神幸式）
社会実験：Rural Act'25
社会実験：球磨川マルシェ＆球磨焼酎オク
トーバーフェスト
高橋酒造「田野蒸溜所」開所式
第 70 回記念人吉球磨総合美展（～ 23 日）

第 50 回記念人吉文化祭（～ 11/2）
天
て ん ぐ

狗橋
ばし

完成式
社会実験： 妖

あやかし

漫画館オープン

人吉駅伝大会

▲

�さまざまなイベン
トを開催した

中川原公園の利活用

▲ �復旧工事が完了し
11月 ９ 日 ま で 一
般開放された

５/12

10/12

　九日町などの中心市街地では、空き地などの利
活用や整備の方向性を探るため、うぐいす温泉
前（紺屋町）でのイベント開催や肥後銀行人吉支
店の１階を利用した居場所づくりなどを行いまし
た。

中心市街地

▲ �ひ と は こ 図 書 館
（九日町）

▲ �内村さんの登場で
大にぎわいの西瀬
祭

▲

�妖（あやかし）漫
画館（鍛冶屋町）

▲

�人吉西小の記念式
典は同小卒業生ら
３人が舞う球磨神
楽で幕を開けた

８/２

９/28

11/15

11/15

　将来の新たな夜景の整備に向けた「あかりの社
会実験」を、９月中旬から青井地区、大橋・中川
原公園、城見庭園、人吉城跡の４エリアで実施し
ました。

▲

�人吉城跡など各エ
リアで夜景を創出
した

あかりの社会実験

人吉城歴史館
リニューアルオープン

市内４小学校が創立150周年の節目を迎える

　本市出身で俳優の中原丈雄さんが
主演を務め、人吉球磨を舞台に水害
からの復興に向けて歩む人を描く映
画の先行上映会を開催しました。

　人吉東小・人吉西小・西瀬小・中原小の４校が創立150周
年を迎え、各校で記念事業や式典が執り行われました。９月
28日に西瀬小で開催された西瀬祭では、卒業生である内村
光
てるよし

良さんが登場。トークショーで会場を盛り上げました。

　豪雨で被災し休館していた人吉城
歴史館が５年ぶりにリニューアル
オープン。災害対策を強化し、展示
物も一新しました。

天
てん ぐ

狗橋
ばし

が開通

　水害で左岸側の橋台の一部が流失
するなど被害を受けた天狗橋が完
成。開通イベントは、アニメ『夏目
友人帳』ファンでにぎわいました。

６/26 ７/11 11/15

人吉マタニティ応援
プロジェクト 災害公営住宅（東校区）落成式

　東洋ライス株式会社（東京都）と
連携し、市内に住む妊婦さんに毎月
５㌔のお米を無料で届けるプロジェ
クトをスタートしました。

　九日町と大工町の２団地に合計
44戸の災害公営住宅が完成。鉄筋
コンクリート５階建てで屋上には太
陽光発電を設置しました。

JR肥薩線八代～人吉間最終合意

映画『囁
ささや

きの河』先行上映会

　被災した肥薩線の復旧をJR九州
と県、国で話し合うJR肥薩線検討
会議で、八代～人吉間を鉄道で復旧
することに最終合意しました。

２/21 ２/28 ３/31

令和２年７月豪雨から５年
社会実験に取り組んでいます

市内６小学校の創立年月

人吉東小 1875（明治８）年
４月 大畑小 1874（明治７）年

12 月

人吉西小 1875（明治８）年
４月 西瀬小 1875（明治８）年

東間小 1873（明治６）年
10 月 中原小 1875（明治８）年

11 月
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「人吉球磨は独特の歴史と文化が継承されている地域」と講師

　

石
野
公
園
で
開
催
さ
れ
た
「
人
吉

球
磨
の
玉
手
箱
」
里
帰
り
パ
ネ
ル
展

に
合
わ
せ
記
念
講
演
が
11
月
２
日
に

人
吉
城
歴
史
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
は
九
州
国
立
博
物
館
展
示
課

長
の
齋さ

い
べ部
麻ま

や矢
さ
ん
。
令
和
６
年
度

に
同
博
物
館
で
開
催
さ
れ
た
人
吉
球

磨
特
集
展
示
の
企
画
経
緯
や
、
当
地

域
の
豊
か
な
歴
史
・
文
化
に
つ
い
て

語
ら
れ
ま
し
た
。「
人
吉
球
磨
に
は

貴
重
な
文
化
財
が
数
多
く
現
存
し
、

人
か
ら
人
へ
大
切
に
受
け
継
が
れ
て

き
た
。
ま
さ
に
心
と
心
を
つ
な
ぐ
宝

だ
と
思
う
」
と
齋
部
さ
ん
。
文
化
財

の
魅
力
と
大
切
さ
に
改
め
て
気
付
く

講
演
と
な
り
ま
し
た
。

地域の文化財の魅力を学ぶ
人吉球磨の歴史・文化財の記念講演

市内に住む大人１人と子ども１人が司書業務を体験

　

秋
の
読
書
週
間
に
合
わ
せ
、
11
月

２
日
に
市
図
書
館
で
、
図
書
館
の
仕

事
を
実
際
に
体
験
で
き
る
「
一
日
司

書
体
験
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
図
書
館
の
仕
事
内
容
の

説
明
を
受
け
た
後
、
移
動
図
書
館
の

車
両
や
裏
の
書
庫
を
見
学
。続
い
て
、

カ
ウ
ン
タ
ー
で
の
本
の
貸
出
・
返
却

業
務
、
本
の
選
書
な
ど
に
携
わ
り
、

最
後
に
、
図
書
館
長
か
ら
一
日
司
書

体
験
認
定
証
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

参
加
し
た
東
間
小
４
年
の
恒
松
侑ゆ

う
り里

さ
ん
は
「
い
つ
も
本
を
た
く
さ
ん
借

り
て
い
る
。
今
日
は
い
つ
も
見
れ
な

い
と
こ
ろ
ま
で
見
れ
て
楽
し
か
っ

た
」
と
充
実
し
た
様
子
で
し
た
。

図書館司書ってどんな仕事？
市図書館「一日司書体験」

個人コンクールの球渓賞受賞者は学校発表会でも演奏を披露音楽のひろばには７団体が出演した

郷土の偉人が残した音楽に親しむ　第79回犬童球
きゅうけい

渓顕彰音楽祭

学校発表会には人吉球磨地域の小・中・高 24 校が参加

　

本
市
出
身
の
音
楽
家
・
犬
童
球
渓

先
生
の
功
績
を
た
た
え
る
音
楽
祭
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

８
月
の
個
人
コ
ン
ク
ー
ル
予
選
で

開
幕
し
た
同
音
楽
祭
。
10
月
26
日
に

は
小
・
中
・
高
校
生
が
ピ
ア
ノ
の
演

奏
や
歌
声
を
競
う
個
人
コ
ン
ク
ー
ル

本
選
、
11
月
14
日
に
は
、
碑
前
祭
と

学
校
発
表
会
を
開
催
。碑
前
祭
で
は
、

「
故
郷
の
廃
家
」
や
「
旅り

ょ
し
ゅ
う愁
」
を
参

加
者
で
斉
唱
し
、
球
渓
先
生
に
音
楽

の
花
束
を
贈
り
ま
し
た
。16
日
に
は
、

同
音
楽
祭
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
「
音
楽
の

ひ
ろ
ば
」
を
開
催
。
地
元
の
合
唱
団

な
ど
が
出
演
し
、
観
客
も
巻
き
込
み

な
が
ら
音
楽
を
楽
し
み
ま
し
た
。

150年の節目華やかに祝う
人吉西小150周年記念式典

　

創
立
１
５
０
周
年
を
迎
え
た
人
吉

西
小
学
校
の
記
念
式
典
が
11
月
15
日

に
同
校
で
行
わ
れ
、
在
校
生
や
卒
業

生
な
ど
関
係
者
ら
が
、
こ
れ
ま
で
の

軌
跡
を
振
り
返
り
な
が
ら
節
目
を
祝

い
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
歴
代
の
ア
ル
バ
ム
や

昔
の
制
服
・
筆
記
用
具
を
集
め
た
懐

か
し
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
な
ど
を
設
置
。

式
典
で
、
創
立
１
５
０
周
年
記
念
事

業
実
行
委
員
会
の
有
馬
宏
昭
委
員
長

は
「
学
校
の
末
永
い
発
展
と
、
子
ど

も
た
ち
の
成
長
を
願
っ
て
い
る
」
と

あ
い
さ
つ
。
式
典
後
に
は
ね
ぶ
か
太

鼓
や
ダ
ン
ス
、
合
唱
な
ど
の
披
露
が

あ
り
盛
大
に
祝
い
ま
し
た
。

同小卒業生ら３人の舞手による球磨神楽の演舞で幕開け

遊びの中から学びを得て
人吉たいけんフェスタ

　

遊
び
な
が
ら
学
び
を
得
る
「
人
吉

た
い
け
ん
フ
ェ
ス
タ
」
が
11
月
１
・

２
日
に
中
川
原
公
園
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
マ
マ
友
で
つ
く
る
「
た
い
け

ん
キ
ッ
ズ
く
ま
も
と
」
と
葦
北
郡
芦

北
町
の
「
あ
そ
び
・
ま
な
び
ラ
ボ
」

の
主
催
。

　

会
場
に
は
、
ミ
ニ
四
駆
や
ゲ
ー
ム

コ
ー
ナ
ー
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を

用
意
。
ミ
ニ
四
駆
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

説
明
書
を
確
認
し
な
が
ら
保
護
者
と

一
緒
に
組
み
立
て
。
改
良
を
加
え
な

が
ら
走
行
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
る
な
ど

工
夫
す
る
姿
も
。子
ど
も
の
意
欲
や
、

や
り
抜
く
力
と
い
っ
た
非
認
知
能
力

を
育
む
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

11月２日にはミニ四駆やゲームの大会も開催された

熊大や名城大（愛知県）の学生も参加し祭りを盛り上げた

　

人
吉
球
磨
に
残
る
妖
怪
文
化
を
生

か
し
て
地
域
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
11

月
15
日
に
鍛
冶
屋
町
通
り
で
「
妖
怪

祭
り
」
が
開
催
さ
れ
、
通
り
一
帯
が

妖
怪
で
あ
ふ
れ
か
え
り
ま
し
た
。

　

鍛
冶
屋
町
通
り
の
街
並
み
保
存
と

活
性
化
を
計
る
会
と
熊
本
県
立
大
生

ら
が
中
心
と
な
っ
て
開
い
て
い
る
も

の
で
、
今
回
で
５
回
目
。
同
夜
は
新

た
に
妖
怪
に
装
っ
た
人
が
レ
ッ
ド

カ
ー
ペ
ッ
ト
を
歩
く
妖
怪
ラ
ン
ウ
ェ

イ
を
実
施
。
当
日
訪
れ
た
人
た
ち
か

ら
参
加
者
を
募
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
妖

怪
に
扮ふ

ん

し
た
人
た
ち
が
、
ポ
ー
ズ
を

決
め
た
り
、
観
覧
客
を
驚
か
せ
た
り

し
な
が
ら
、
練
り
歩
き
ま
し
た
。

鍛冶屋町通りに妖怪集まる
妖怪祭り

多彩なステージイベントを開催
石野公園まつり

　

人
吉
ク
ラ
フ
ト
パ
ー
ク
石
野
公
園

で
11
月
９
日
に「
石
野
公
園
ま
つ
り
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
よ
さ
こ
い
演
舞

や
三
味
線
の
演
奏
、
太
鼓
と
書
道
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
共
演
な
ど
の
催
し

が
あ
り
、
来
場
者
を
魅
了
。
豪
華
賞

品
が
も
ら
え
る
「
ウ
ル
ト
ラ
ク
イ

ズ
」
も
あ
り
、
家
族
連
れ
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。
今
年
８
月
に
プ
レ
オ
ー

プ
ン
し
た
「
焼
酎
館
」
が
同
日
グ
ラ

ン
ド
オ
ー
プ
ン
。
球
磨
焼
酎
紹
介
動

画
の
上
映
が
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
毎
週
土
・
日
曜
は
、試
飲
（
有

料
）
や
撹か

く
は
ん拌
体
験
が
で
き
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

ステージでは力強い太鼓の演奏などが披露された
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妖怪文化の新たな拠点へ

復
旧
復
興
情
報

復
旧
復
興
情
報

　令和２年７月豪雨災害で被災し、通行止めになっ
ていた天狗橋が完成しました。同橋は、長さ 192㍍、
幅員３㍍の球磨川に架かる人道橋。国の権限代行で
災害復旧工事が行われてきました。
　11 月 15 日に西瀬小で完成式を開催。式典で、
金子恭

や す し

之国土交通大臣は「生活道路としてはもちろ
ん、アニメのモデル地でもある。今後は人吉球磨地
域の観光振興にも寄与すると期待している」とあい
さつし地元住民らと通り初めを行いました。
　同橋はアニメ『夏目友人帳』のモデル地としても
知られています。同日の午後からは県と市が夏目友
人帳ファンらに呼びかけた開通記念イベントを実施
し、抽選で選ばれた 100 人が参加。その後の一般
供用開始時にも 630 人のファンらが橋に列を作り、
にぎわいました。

▲�

夏
目
フ
ァ
ン
は
グ
ッ
ズ
な

ど
を
手
に
橋
を
渡
っ
た

▲

�橋 名 板 に は、 中 原
小 ３ 年 の 大 柿 勝 璃

（しょうり）君が書
いた文字を採用

問合せ　市道路河川課維持係
　　　　（☎２２－２１１１　内線２２４１）

　鍛冶屋町通りにある小さな美術館「C
ち ょ び っ と

hobit」。同
館で妖怪が登場する作品や人吉・球磨にゆかりのあ
る漫画や雑誌などを展示する「 妖

あやかし

漫画館」がオー
プンしました。鍛冶屋町通りの街並み保存と活性化
を計る会とくまもとマンガ協議会、県内大学の学生
らが企画したもの。事前に寄贈があった約 230 冊
の漫画や雑誌を展示していて、妖怪好きにはたまら
ないラインナップです。
　11 月 15 日にオープニングセレモニーを行い、
企画者の１人である鍛冶屋町通りの街並み保存と活
性化を計る会の立山茂さんは「金子大臣はじめ、市
や県、大学生らの協力があってやっとオープンでき
た。今後も皆さんに愛される漫画館になるよう、ア
イデアをいただければ」とあいさつ。その後、関係
者らで封印を解き一般開放されました。

問合せ　鍛冶屋町通りの街並み保存と活性化を計る会（☎２２－２５６６）

▲�金子国土交通大臣や松岡市
長らが封印を解き、漫画館
をオープン

▲

�本の設置デザインは熊本大
学の学生が考案

43 チーム約 400 人の踊り子が舞った

【第 10回人吉よさこい祭り】
　九州各地からよさこいチームが集まり演舞を披露す

る「第 10 回人吉よさこい祭り」が開催されました。人吉
のよさこいチーム「人吉よさこい銀翔会」と熊本県立大学の地域づくり
に取り組む同好会「未来創士」でつくる実行委員会の主催。中川原公園
をメイン会場とし、大橋や青井阿蘇神社、人吉クラフトパーク石野公園
の４会場で開催しました。

11/9
中川原公園・
青井阿蘇神社

フットパスのコースとしても活用された

【人吉城跡に仮設階段と散策路設置】
　人吉城跡から球磨川、胸川を石垣沿いに回遊できる

仮設階段と散策路を、期間限定で設置しました。夜間は城跡をライトアッ
プし、幻想的な景色を演出。普段は間近で目にすることができない川沿
いの石垣を散策路から見上げ眺めてみるなど、特別な体験空間となりま
した。

11/13
人吉城跡

歩きながら新しい発見があった参加者も

【復興人吉まちなかフットパス】
　清流・球磨川のせせらぎを聞きながら相良 700 年の

歴史をたどる「第２回復興人吉まちなかフットパス」が開催され、参加
者はまちの魅力を再発見するひとときを過ごしました。地元住民でつく
る団体「フットパス相良路」が企画したもので、市内外から約 30 人が
参加。旧市役所跡（麓町）を出発し、人吉城歴史館や城見庭園などを巡
り、文化財や復興の様子を眺めながら約 3.5 キロを歩きました。

10/26
まちなか

トークイベントやたき火などを試した

【おおはしひろば】
　市の中心部と人吉城方面を結ぶ大橋を車両通行止め

にし、橋の上を一つの広場として楽しむ「おおはしひろば」を 10 月
25・26 日に実施しました。まちの人たちが 20 の " 自分たちの楽しみ
方 " を持ち寄り、それぞれの過ごし方を実践。橋の上に、にぎわいと温
かい空間が広がりました。

10/25・26
人吉大橋 H

ヒ ト ノ ワ

ITONOWA A
ア ク シ ョ ン

CTIONの経過を報告します
　市が進める未来のまちづくりに向けた社会実験「HITONOWA ACTION」。10・11 月は「集
中実施月間」とし、集中的に実験に取り組んできました。その一部を紹介します。

天
てんぐ

狗橋
ばし

が復活！　観光振興に期待高まる雨庭の仕組みや効果学ぶ

問合せ　勉強会について　市復興支援課政策調整係（☎２２－２１１１　内線３１１６）
　　　　補助金について　市防災課防災係（☎２２－２１１１　内線３２４１）

　流域全体の総合力で安全安心を実現する「緑の流
域治水」。その取り組みの一つである「雨庭」の仕
組みや事例を学ぶ勉強会を 11 月４日に市役所で実
施しました。雨庭は雨水を一時貯留・浸透させる庭
や空間のことで、洪水抑制や生物多様性向上などが
期待できます。勉強会では、県職員が流域全体での
取り組みを説明。大学や地元企業が整備効果を紹介
し、流域治水の取り組みへの参画を促しました。
　市では、雨庭を新しくつくりたい人
を対象に補助金を支給します。受給資
格など詳しくは市ホームページをご覧
ください。

▲

�事業者や市職員ら約
50人が参加

▲ �スライドを使用しな
がら事例や雨庭の仕
組みを説明

▲�市ホーム
ページ
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市関連施設　年末年始の休館日一覧 11月20日現在

年内最後の収集日 年始の収集日

燃えるごみ
毎週月・木曜地区 12月29日（月） １月５日（月）

毎週火・金曜地区 12月30日（火） １月６日（火）

燃えないごみ
プラスチック類

毎週月曜日地区 12月29日（月） １月５日（月）

毎週火曜日地区 12月30日（火） １月６日（火）

毎週木曜日地区 12月25日（木） １月８日（木）

毎週金曜日地区 12月26日（金） １月９日（金）

資源ごみ 12月24日（水） １月７日（水）

　年末年始はごみの量が多く、通常の収集時間より
早く収集することがあります。必ず午前８時までに
出してください。

お住まいの町内の収集日を確認して出してください。

クリーンプラザへの直接持ち込み

　ごみの大きさや種類によっては持ち込めないもの
があります。年末年始は混雑するので早めに持ち込
みましょう。

問合せ　市環境課廃棄物対策係（☎２２－２１１１  内線２０７２）
　　　　人吉球磨クリーンプラザ（☎２２－１４１４）

家庭ごみ収集日

12/29（月）・30（火） ○

12/31（水）～１/３（土） ×

１/４（日）～ 通常どおり

スポーツパレス
12/29（月）～１/４（日）

市役所
12/27（土）～１/４（日）

カルチャーパレス・図書館
12/29（月）～１/３（土）

総合福祉センター
12/27（土）～１/４（日）

石野公園
12/29（月）～１/１（木）

鉄道ミュージアム
12/30（火）～１/２（金）

くまりば※

12/29（月）～１/３（土）

人吉城歴史館
12/29（月）～１/３（土）

※　�H
ヒット

it-B
ビ ズ

iz（人吉しごとサポー
トセンター）は12/27（土）
～１/４（日）は休みです。

10㌔につき
100 円

午前８時 30 分
～午後５時

戸籍関係の届け出

市役所１階守衛室で
いつでもできます

コンビニ交付サービス

12/29（月）～１/３（土）
休止します

※�土・日曜、祝日は戸籍
関係の証明書は発行で
きません。

水道の開栓・閉栓の手続き

12/27（土）～１/４（日）
手続きはできません

年末年始のお知らせ

観光案内所

毎日午前９時〜午後５時
通常業務をしています 通常業務通常業務

消防出初式
期日　令和８年１月 11 日（日）
時間　午前８時 30 分〜
場所　ふるさと歴史の広場
内容
◎�規律の部（観

かんえつ

閲・分
ぶんれつこう

列行進
しん

）
◎放水競技
◎�少年消防クラブ通常点検（予定）
　駐車場など詳しくは、市ホームページをご覧
ください。

※�年末特別警戒は12月28日（日）・29日（月）
に実施します。

問合せ　市防災課防災係
　　　　（☎２２－２１１１　内線３２４１）

　年末年始の突発的な水道事故は、以下の水道当番
店に連絡してください。ただし、この期間に水道の
開栓・閉栓の手続きはできません。
12月27日（土）・28日（日）

株式会社ウエハラ（☎２２－３６２７）
12月29日（月）～令和８年１月４日（日）

株式会社クラフティア（旧：株式会社九電工）

（☎０１２０－４１７－９０５）

　年末年始のし尿くみ取りの依頼は、12月22日（月）
までに許可業者に連絡してください。

許可業者
有限会社人吉衛生公社　（☎２２－５２０９）
有限会社はと衛生社　（☎２３－２２４２）

し尿くみ取り の依頼は
12/22（月）まで

水道事故 などで困ったら

▲�市ホーム
ページ

・�汚れているものは「燃えるごみ」で出して
ください。
・�ペットボトルのふたやラベルとボトル本体
は分けてください。

プラスチック類の出し方に
注意してください！

ふた・ラベル
→プラスチック類

ボトル部分
→資源ごみ
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人吉市長賞

東間小３年　杉枝 桜
ら ん

音

熊本県県南広域本部長賞

人吉東小２年　穂積 賢
け ん と

人

　11月11 ～ 17日は、全国一斉の「税を考える週間」でした。これにちなんで、人吉球磨地域の小・中学生、
高校生から応募があった税についての作品のうち、優秀作品の表彰がありました。
　市内の入賞者を紹介します。（敬称略）

問合せ　市税務課諸税係（☎２２－２１１１　内線１０３２）

人吉球磨地区租税教育推進協議会会長賞
第二中２年　田

た ど う

頭 昇汰　　　「税の力　みんなに広がれ　希望の輪」
人吉税務署長賞
第二中１年　福浦 華

か こ

心　　　「みんなの税　つなぐ未来と　明るい社会」
人吉球磨地区税務関係団体長連絡協議会会長賞
第二中３年　青木 紗良　　　「税金は　明るい未来に　架かる橋」
人吉間税会長賞
第一中３年　貴

き だ

田 孝乃助　　「助け合い　あなたの未来を　支える税」

標語　中学生の部習字　小学生の部

人吉税務署長賞
球磨工高２年　大王 佳

か の ん

音　　「税金と未来の社会について」
公益社団法人人吉地区法人会会長賞
球磨工高２年　野田 冴

さ え り

凜　　「税の必要性について」
公益社団法人人吉地区法人会青年部会長賞
球磨工高２年　尾崎 季

みのり

　　　「税金は、だれのため？」

作文　高校生の部

作品 ・入賞者紹介

熊本県納税貯蓄組合連合会会長賞
第二中３年　佐伯 桜　　　　「災害と税金」
人吉税務署長賞
第一中３年　中村 滉

こうせい

生　　　「税の役割」
第二中３年　原口 姫

ひ な つ

夏　　　「税金の重要性」
人吉球磨地区納税貯蓄組合連合会会長賞
第一中３年　中村 楓　　　　「『私たちの暮らしと税の関わり』」
第二中２年　松下 遥　　　　「税について思ったこと」
人吉球磨地区租税教育推進協議会会長賞
第二中３年　初

は つ た

田 桃
も も か

叶　　　「学校のトイレ」
人吉市長賞
第二中２年　田中 紅

こ う

有　　　「税金が支える私たちの暮らし」

作文　中学生の部

　今回の経験を通して、地域ごと
に魅力があることや違いを理解す
る大切さ、交流の楽しさと方法を
学ぶことができました。これらの
学びを生かし、寛容な心を持ち、
グローバルに活躍したいです。

　本事業で得た学びを、市民の皆さんに広く知ってもらうため、報告書
や帰国後に作成した壁新聞を市役所に掲示します。ぜひご覧ください。
期日　12 月８日（月）～令和 8 年１月７日（水）
　　　※土・日曜、祝日、年末年始（12/27 ～ 1/4）を除く
場所　市役所１階市民コーナー
問合せ　市社会教育課生涯学習係（☎２２－２１１１　内線４０２４）

田中 ひな美さん
第二中１年（上薩摩瀬町）

森 雪
ゆづ き

月さん
第三中３年（上田代町）

植村 悠
ゆうけん

賢君
人吉西小６年（合ノ原町）

　台湾でいろいろな人と関わり、
自分から話す大切さを学びまし
た。この経験を生かして、積極的
に友達と交流します。知らない人
とも笑顔で話し、外国人と出会っ
たら、進んで声を掛けたいです。

　みんなと協力する事の大切さを
今回の経験で学び、異国の文化を
知る事で、新しい発見ができまし
た。僕の夢は卓球選手なので、こ
の経験を基に、世界で活躍できる
ような選手になりたいです。

　「グローバルジュニアドリーム事業」とは、県内の小学６年生と中学生を台湾へ派遣して現地の青少年たちと交
流する事業で、県と県教育委員会、県青少年育成県民会議が実施しています。自分の夢と可能性を発見する機会を
提供するとともに、日本・郷土熊本に誇りを持ちグローバル社会に視野を向けた子どもの育成を図ることが目的。
　今年度、本市から３人の小・中学生が「熊本青少年大使」として、７月 30 日〜８月３日に台湾の高雄市に派遣され、
現地の子どもたちとけん玉や物作りを通して交流したり、半導体関連産業の学習をしたり、ホームステイをしたり
と貴重な体験をしました。

17 16HITOYOSHI　2025.12.01 広報ひとよし　12月号



情　報
ひろば

　

内
容
が
変
更
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ

令
和
２
年
７
月
豪
雨
に

関
す
る
お
知
ら
せ

償
却
資
産
の
固
定
資
産
税
が

軽
減
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

　

被
災
し
た
事
業
用
償
却
資
産
を

所
有
し
て
い
た
人
や
そ
の
相
続
人

が
、
新
規
取
得
や
売
買
な
ど
で
事

業
用
償
却
資
産
を
取
得
し
た
と
き

は
、
固
定
資
産
税
の
軽
減
を
受
け

ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
要
件

が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

市
税
務
課
資
産
税
係

児
童
手
当
12
月
支
払
い
分
を

振
り
込
み
ま
す

　

12
月
期
（
10
・
11
月
分
）
支
給

分
は
、
12
月
５
日
㈮
に
指
定
の
金

融
機
関
の
口
座
に
振
り
込
み
ま

す
。

　

現
況
届
を
提
出
し
て
い
な
い
人

や
、
手
続
き
の
と
き
に
添
付
書
類

が
不
足
し
て
い
る
人
は
、
支
払
い

が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
至
急
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

市
こ
ど
も
未
来
課
こ
ど

も
福
祉
係

家
屋
の
取
り
壊
し
や
新
増
築
を

し
た
ら
届
け
出
ま
し
ょ
う

国
税
に
関
す
る
質
問
・
相
談
は

国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

　

お
持
ち
の
家
屋
を
取
り
壊
し
た

人
や
用
途
を
変
え
た
人
、
建
築
確

　

自
動
応
答
シ
ス
テ
ム
で
、
年
末

調
整
や
所
得
税
・
消
費
税
の
確
定

申
告
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
相
談

に
対
応
し
て
い
ま
す
。

タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー

　

よ
く
あ
る
税
の
質
問
に
対
す
る

固
定
資
産
税
の
償
却
資
産

申
告
を
お
忘
れ
な
く

　

事
業
用
償
却
資
産
の
所
有
者

は
、
令
和
８
年
１
月
１
日
現
在
で

所
有
す
る
償
却
資
産
を
市
に
申
告

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

申
告
期
限　

令
和
８
年
２
月
２
日

㈪対
象　

構
築
物
・
機
械
・
装
置
・

船
舶
・
車
両
運
搬
具
・
備
品
・
農

業
用
機
械
な
ど

※
事
業
用
の
太
陽
光
発
電
設
備
も

対
象
で
す
。

問
合
せ　

市
税
務
課
資
産
税
係

年
金
の
源
泉
徴
収
票
は

大
切
に
保
管
し
ま
し
ょ
う

　

令
和
７
年
中
に
厚
生
年
金
、
国

民
年
金
な
ど
の
老
齢
や
退
職
を
支

給
理
由
と
す
る
年
金
を
受
け
取
っ

た
人
に
、「
公
的
年
金
等
の
源
泉

徴
収
票
」
が
届
き
ま
す
。

　

こ
れ
は
日
本
年
金
機
構
が
年
金

額
や
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
額

な
ど
を
知
ら
せ
る
も
の
で
、
所
得

税
の
確
定
申
告
時
の
添
付
書
類
な

ど
で
必
要
で
す
。
大
切
に
保
管
し

て
く
だ
さ
い
。

送
付
予
定
時
期　

令
和
８
年
１
月

中
旬
以
降

源
泉
徴
収
票
の
再
交
付　

ね
ん
き

ん
ダ
イ
ヤ
ル
（
☎
０
５
７
０
‐
05

‐
１
１
６
５
）
※
０
５
０
か
ら

始
ま
る
電
話
か
ら
は
（
☎
03
‐

６
７
０
０
‐
１
１
６
５
）

問
合
せ　

八
代
年
金
事
務
所
（
☎

０
９
６
５
‐
35
‐
６
１
２
３
）

一
般
的
な
回
答
を
調
べ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

問
合
せ　

人
吉
税
務
署
（
☎
23
‐

２
３
１
１
）

認
が
不
要
な
建
物
（
車
庫
・
倉
庫

な
ど
も
含
む
）
を
新
増
築
し
た
人

は
、
市
税
務
課
ま
で
届
け
出
て
く

だ
さ
い
。

問
合
せ　

市
税
務
課
資
産
税
係▲�詳しくは

こちら

▲�詳しくは
こちら

み
ん
な
で
徹
底
し
よ
う

「
三
な
い
運
動
」

　

政
治
家
が
選
挙
区
内
の
人
に
お

金
や
物
を
贈
る
こ
と
は
、
法
律
で

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
有
権
者
が

寄
付
を
求
め
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。

政
治
家
の
寄
付
禁
止
の
対
象

●�

秘
書
な
ど
が
代
理
で
出
席
す
る

場
合
の
結
婚
祝
い

●�

地
域
の
運
動
会
・
ス
ポ
ー
ツ
大

会
へ
の
飲
食
物
な
ど
の
差
し
入

れ
●�

祭
り
へ
の
寄
付
・
差
し
入
れ

●�

町
内
会
の
集
会
・
旅
行
な
ど
の

催
し
物
へ
の
寸
志
・
飲
食
物
の

差
し
入
れ

●�

落
成
式
・
開
店
祝
い
な
ど
の
花

輪
●�

病
気
見
舞
い

●�

お
歳
暮
・
お
年
賀

●�

入
学
祝
い
・
卒
業
祝
い

●�

葬
儀
の
花
輪
・
供
花

●�

秘
書
な
ど
が
代
理
で
出
席
す
る

場
合
の
葬
儀
の
香
典

　

詳
し
く
は
総
務
省
ま
た
は
明
る

い
選
挙
推
進
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▲�総務省「寄
附の禁止」

▲�三ない運動

問
合
せ　

市
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局

人
吉
市
教
育
委
員
会

定
例
会
を
傍
聴
で
き
ま
す

　

定
例
会
を
開
催
し
ま
す
。
希
望

す
る
人
は
傍
聴
で
き
ま
す
。

期
日　

12
月
24
日
㈬

時
間　

午
前
９
時
30
分
～

場
所　

市
役
所
４
階
委
員
会
室
１

問
合
せ　

市
学
校
教
育
課
総
務
係

【お詫びと訂正】　広報ひとよし11月号（1195号）15㌻「人吉市金婚夫婦表彰」の
お名前に誤りがありました。訂正しお詫び申し上げます。
誤：掘　和六さん・ふくえさん（下原田町字堀）　正：堀　和六さん・ふくえさん

東間・大畑校区

西間上町 西
にし

 斉
せ い や

也、中
なかむら

村 憲
のりかず

和、
前
ま え だ

田 裕
ゆ う こ

子

西間下町 津
つ だ

田 重
し げ こ

子、地
じ げ

下 忠
ただのり

則、
川
かわもと

元 あきみ、★
東間上町 東

ひがし

 侯
き み お

男、東
ひがし

 滋
しげる

東間下町 ★
蓑野町 正

まさおか

岡 光
み つ こ

子
古仏頂町 岡

おかもと

本 孝
たかひろ

博
木地屋町 小

こ く ら

倉 たみえ
東大塚町・東大塚町桑木津留・
西大塚町 寺

て ら だ

田 じゅん

田野町・西大塚町高仁田 ★
浪床町 川

かわうち

内 昭
しょういちろう

一 郎
七地町 ★
蟹作町 屋

や し ろ

代 忠
ただよし

良
赤池原町・赤池水無町・
赤池水無町外園 川

か わ の

野 喜
き よ み

代美

東漆田町・上漆田町・下漆田町 ★
上田代町・下田代町 尾

お が た

方 長
な が お

男
大畑町 尾

お が た

方 等
ひとし

大畑麓町・大畑麓町小川内 尾
お が た

方 治
はるのり

則
大野町 中

なかむら

村 紀
き み よ

美代
矢岳町 府

ふ ご

後 政
まさとし

利
主任児童委員 本

もといわ

岩 なみ子
こ

、佐
さ え き

伯 優
ゆ う こ

子

任期　12月１日～令和 10年 11月 30 日（３年間）

東校区

田町・上原町・富ヶ尾町・
麓町・中城町・原城町 地

ぢ う ち

内 久
く み こ

美子

南寺町 中
なかむら

村 則
のりあき

明
新町（新・土手・灰久保・老神）山

やまむろ

室 すゞ子
こ

五日町・九日町・二日町 永
な が み

見 明
あ き こ

子
鍛冶屋町・大工町・紺屋町 瀨

せ ぐ ち

口 政
ま さ こ

子
上新町・下新町・七日町 家

い え き

城 正
まさのぶ

信

北願成寺町
馬
まごおり

氷 好
よ し み

美、芝
しば

 智
ち え こ

恵子、
尾
お が た

方 啓
け い し

志、横
よ こ せ

瀬 安
や す よ

代、
川
かわばた

畑 君
き み こ

子
南願成寺町 澤

さ わ い

井 和
か ず よ

代
南泉田町 宮

み や た

田 由
ゆ み

美、津
つ だ か

髙 佳
よ し こ

子
北泉田町 久

く ぼ た

保田 啓
け い こ

子、金
か ね こ

子 孝
た か こ

子

鬼木町 和
わ だ

田 博
ひろし

、北
きたむかい

向 里
り え こ

恵子、
犬
いんどう

童 待
た い こ

子、谷
たにかわ

川 浩
こ う こ

子
主任児童委員 井

い で

手 桂
け い こ

子、国
くにたけ

武 美
み ゆ き

幸

あなたの町の民生委員・児童委員を紹介します

西校区
鶴田町 市

いちむら

村 加
か よ

世、麦
むぎしま

島 治
は る よ

代、★
駒井田町 姫

ひ め の

野 加
か よ こ

代子
城本町 城

しろもと

本 良
りょうこ

子、山
やましな

科 美
み え こ

榮子

瓦屋町 泉
いずみ

 明
あ け み

美、石
い し い

井 孝
た か こ

子、★
山
やまがみ

上 信
の ぶ お

夫、米
よ ね だ

田 喜
き よ と

代人
井ノ口町 立

た て べ

部 京
きょうこ

子
合ノ原町 横

よこたに

谷 ヤス子
こ

上青井町 ★
中青井町 髙

た か き

木 敏
と し え

江
下青井町 松

まつのべ

延 修
しゅうじ

司
主任児童委員 柴

し ば お

尾 浩
こうすけ

輔、我
あ づ ま

妻 千
ち は る

晴

問合せ問合せ　　市福祉課福祉政策係 ( ☎２２－２１１１　内線１２６１)、市社会福祉協議会（☎２４－９１９２）市福祉課福祉政策係 ( ☎２２－２１１１　内線１２６１)、市社会福祉協議会（☎２４－９１９２）

　「民生委員」は、社会福祉の増進に努める特別職の地方公務員（非常勤）です。住民からの相談を受け、解決に
向けた情報提供、行政などの関係窓口へつなぐ活動をしています。「児童委員」も兼ねていて、地域の子どもたち
が元気に安心して暮らせるように見守り、子育ての不安の相談を受け支援しています。
　「主任児童委員」は、児童福祉を専門的に担当し、ほかの民生委員・児童委員や関係機関と連携し活動しています。

生活や子どもの心配ごとがあれば
お気軽にご相談ください

西瀬・中原校区
宝来町 橋

はしもと

本 敏
と し こ

子
相良町 上

うえむら

村 美
み ち よ

知代、日
ひがくれ

隠 雅
ま さ お

生
上薩摩瀬町 尾

お ざ き

﨑 なみ子
こ

下薩摩瀬町 丸
まるやま

山 安
や す こ

子、那
な す

須 敏
と し き

喜
下城本町 原

は ら だ

田 信
の ぶ よ

代、豊
とよおか

岡 正
ま さ こ

子
矢黒町 森

もり

 博
ひ ろ き

基
永野町 尾

お が た

方 洋
よういち

一
上戸越町 松

まつふね

舟 千
ち え

惠
下戸越町 原

はら

 てるみ、西
にし

 あけみ
鹿目町・中神町段山 佐

さ た

田 春
はるよし

吉
上林町一区・二区 越

こしがえ

替 進
しんいち

一、山
やまもと

本 由
ゆ み こ

美子
中林町 樫

かしもと

本 美
み つ こ

津子
下林町二区・前村 大

お お せ

瀬 彦
ひこいち

一、田
た な か

中 三
み ち よ

智代
下林町仮屋・温泉町 髙

こうやま

山 菊
き く え

江

中神町段・馬場・城本 藤
ふ じ た

田 
く に こ

子、和
わ だ

田 惠
け い こ

子、
林

はやし

 美
み ほ こ

穗子
中神町大柿・小柿 大

おおかき

柿 光
み つ こ

子
下原田町荒毛・上野・羽田 荒

あ ら け

毛 忍
しのぶ

、　中
なかむら

村 三
み ち よ

千代
下原田町堀・嵯峨里 浦

うらかわ

川 加
か よ こ

代子
下原田町瓜生田・西門 浅

あ さ り

利 宗
むねとも

伴
上原田町上原・尾崎・菖蒲 菖

しょうぶ

蒲 幸
さ ち こ

子
上原田町牛塚・馬草野・尾曲 尾

おまがり

曲 眞
しんいち

一
主任児童委員 太

お お た ぐ ろ

田黒 愛
あ い こ

子、大
おおかき

柿 順
じゅんこ

子
※★がついた区域は、現在候補者を選任中です。
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▲�詳しくは
こちら

▲�申し込み
はこちら

次
の
動
物
を
飼
っ
て
い
る
人
は

報
告
が
必
要
で
す

　

ウ
シ
な
ど
の
家
畜
を
１
頭（
羽
）

以
上
飼
育
し
て
い
る
人
は
、
毎
年

１
回
、
家
畜
の
種
類
と
数
の
報
告

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
市

農
業
振
興
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

　

毎
年
報
告
様
式
が
届
い
て
い
る

家
畜
農
家
は
連
絡
不
要
で
す
。

報
告
が
必
要
な
動
物
（
ペ
ッ
ト
も

対
象
）

ウ
シ
、
水
牛
、
ウ
マ
、
め
ん
羊
、

山
羊
、
ブ
タ
、
ミ
ニ
ブ
タ
、
イ
ノ

シ
シ
、
シ
カ
、
ニ
ワ
ト
リ
、
ア
ヒ

ル
、
ア
イ
ガ
モ
、
七
面
鳥
、
ウ
ズ

ラ
、ホ
ロ
ホ
ロ
鳥
、キ
ジ
、ダ
チ
ョ

ウ
な
ど

問
合
せ　

市
農
業
振
興
課
農
畜
産

係
必
ず
チ
ェ
ッ
ク
最
低
賃
金
！

使
用
者
も
、
労
働
者
も

　

熊
本
県
最
低
賃
金
が
上
が
り
ま

す
。

時
間
額　

１
０
３
４
円
（
令
和
８

年
１
月
１
日
か
ら
）

　

こ
の
最
低
賃
金
は
、
県
内
全
て

の
事
業
所
、
労
働
者
に
適
用
さ
れ

ま
す
。
詳
し
く
は
、
人
吉
労
働
基

準
監
督
署
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

推
薦
し
て
く
だ
さ
い

あ
な
た
の
会
社
の
優
良
従
業
員

　

市
で
は
、
商
・
工
業
、
サ
ー
ビ

ス
業
を
営
む
中
小
企
業
の
優
良
従

業
員
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　

表
彰
資
格
に
当
て
は
ま
る
人
を

雇
用
し
て
い
る
事
業
所
は
、
ぜ
ひ

推
薦
し
て
く
だ
さ
い
。
表
彰
状
と

記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

表
彰
資
格

①�
同
一
事
業
所
に
35
年
以
上
勤
務

す
る
優
良
従
業
員
で
あ
る
こ
と

（
す
で
に
表
彰
を
受
け
た
人
は

除
く
）

②�

50
歳
以
上
で
あ
る
こ
と

③�

事
業
所
か
ら
の
推
薦
が
あ
る
こ

と
推
薦
締
切
日　

12
月
12
日
㈮

表
彰
日　

令
和
８
年
１
月
30
日
㈮

問
合
せ　

市
商
工
観
光
課
商
工
係

広
域
行
政
組
合
入
札
参
加
の

受
け
付
け
を
開
始
し
ま
す

　

令
和
７
・
８
年
度
に
人
吉
球
磨

広
域
行
政
組
合
が
発
注
す
る
建
設

工
事
、
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
と
物
品
調
達
に
つ
い
て
の
入

札
参
加
を
希
望
す
る
人
は
、
競
争

入
札
参
加
資
格
申
請
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

提
出
先　

人
吉
球
磨
広
域
行
政
組

合
総
務
課
総
務
係
（
〒
８
６
８
‐

０
０
８
５　

人
吉
市
中
神
町
字
城

本
１
３
４
８
番
地
１
）

提
出
方
法　

原
則
郵
送
だ
け

提
出
期
間　

令
和
８
年
１
月
４
日

㈰
～
２
月
３
日
㈫　

※
当
日
消
印

有
効

　

申
請
様
式
な
ど
詳
し
く
は
人
吉

球
磨
広
域
行
政
組
合
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

人
吉
球
磨
広
域
行
政
組

合
（
☎
23
‐
３
０
８
０
）

問
合
せ　

人
吉
労
働
基
準
監
督
署

（
☎
22
‐
５
１
５
１
）

Ｄ
カ
フ
ェ
青
い
鳥

令
和
８
年
１
月
の
案
内

　

認
知
症
カ
フ
ェ
「
Ｄ
カ
フ
ェ
青

い
鳥
」
は
、
認
知
症
の
人
や
そ
の

家
族
、
地
域
住
民
、
認
知
症
に
関

心
の
あ
る
人
な
ど
誰
で
も
気
軽
に

「
お
で
か
け
九
ち
ゃ
ん
」
へ

遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
？

　

九
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
「
ふ
れ
あ
い

広
場
」
を
出
張
開
催
し
ま
す
。

期
日　

12
月
22
日
㈪

時
間　

午
前
10
時
30
分
～
正
午

場
所　

人
吉
聖
書
教
会
（
旧
ひ
か

う
ぉ
〜
む
は
あ
と

令
和
８
年
１
月
の
案
内

　

さ
ざ
な
み
☆
う
ぉ
〜
む
は
あ
と

は
、
子
育
て
中
の
親
子
が
気
軽
に

集
っ
て
交
流
す
る
場
で
す
。

時
間　

午
前
10
時
～

場
所　

さ
ざ
な
み
保
育
園

７
日
㈬　

年
齢
別
活
動（
０
歳
児
）

８
日
㈭　

年
齢
別
活
動
（
１
・
２

歳
児
）

21
日
㈬　

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

23
日
㈮　

給
食
体
験
（
午
前
10
時

30
分
～
）

28
日
㈬　

子
育
て
講
座
「
習
字
教

室
」、
講
師
：
岡
本
麻あ
さ
み美
さ
ん
、

場
所
：
い
こ
い
の
家
さ
ざ
な
み

※
サ
ー
ク
ル
活
動
、
自
由
利
用
、

保
育
相
談
は
い
つ
で
も
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

開
所
時
間　

平
日
午
前
９
時
～
午

後
５
時

催
　
し

親
子
ふ
れ
あ
い

バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
シ
ョ
ー

　

市
青
少
年
育
成
市
民
会
議
家
庭

部
会
で
は
、
家
庭
ふ
れ
あ
い
事
業

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
バ
ル
ー
ン
ア
ー

ト
・
シ
ョ
ー
を
行
い
ま
す
。
親
子

で
共
感
で
き
る
か
け
が
え
の
な
い

時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
？

利
用
料　

無
料
（
材
料
代
な
ど
を

除
く
）

申
込
・
問
合
せ　

さ
ざ
な
み
☆

う
ぉ
〜
む
は
あ
と
（
☎
22
‐

７
１
７
７
）、
さ
ざ
な
み
保
育
園

（
☎
22
‐
５
５
１
９
）

期
日　

令
和
８
年
２
月
１
日
㈰

時
間　

午
前
10
時
30
分
～

場
所　

ス
ポ
ー
ツ
パ
レ
ス
武
道
場

演
目　

シ
ョ
ー
＆
体
験
コ
ー
ナ
ー

参
加
料　

無
料

参
加
要
件　

原
則
、
親
子
で
参
加

で
き
る
こ
と

申
込
期
間　

12
月
16
日
㈫
～
令
和

８
年
１
月
９
日
㈮

※
親
子
の
希
望
者
が
１
２
０
人
に

達
し
次
第
受
付
終
了

申
込
方
法　

２
次
元
コ
ー
ド
か
ら

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

市
社
会
教
育
課
生
涯
学

習
係

油
流
出
事
故
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う

　

家
庭
や
事
業
所
か
ら
川
や
水
路

へ
油
が
流
出
す
る
事
故
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
事
故
の
原
因
は
、
不

注
意
や
施
設
の
老
朽
化
、
車
両
事

故
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

流
出
し
た
油
は
火
災
の
危
険
性

が
あ
る
ほ
か
、
臭
い
や
水
質
の
悪

化
で
人
・
農
作
物
・
水
生
生
物
な

ど
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
さ

ら
に
、
油
の
回
収
に
は
多
く
の
時

間
と
労
力
と
費
用
が
必
要
で
、
費

用
は
全
て
原
因
者
の
負
担
で
す
。

　

施
設
の
点
検
や
管
理
を
徹
底

し
、
油
が
流
出
し
な
い
よ
う
努
め

ま
し
ょ
う
。
油
を
流
出
さ
せ
た
場

合
や
、
油
類
や
廃
液
な
ど
が
流
れ

て
い
る
現
場
を
発
見
し
た
場
合

は
、
す
ぐ
に
人
吉
保
健
所
や
消
防

署
、
市
へ
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

　

油
の
回
収
に
油
処
理
剤
（
中
和

剤
）は
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

中
和
す
る
こ
と
で
油
は
見
え
な
く

な
り
ま
す
が
、
細
か
く
な
っ
た
油

が
取
水
口
や
水
田
に
流
れ
込
み
、

被
害
が
拡
大
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。

　

速
や
か
な
対
応
が
被
害
拡
大
の

防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

問
合
せ　

市
環
境
課
環
境
衛
生
係

12
月
４
日
～
10
日
は

人
権
週
間
で
す

　
「
世
界
人
権
宣
言
」
が
昭
和
23

年
12
月
10
日
に
国
際
連
合
総
会
で

採
択
さ
れ
、
そ
の
日
が
人
権
デ
ー

に
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
な
お
存
在
す
る
問
題
を
解
決

ひとよし温泉マラソンで
「おもてなし」しませんか？

　第 23 回ひとよし温泉マラソンでは、参加
ランナーにおもてなしとして、人吉の郷土料
理つぼん汁を振る舞います。このつぼん汁づ
くりと提供をサポートする「おもて
なしボランティア」を募集します。
活動日時

申込期限　12 月 12 日㈮
　詳しくは市ホームページをご覧ください。

▲�市ホーム
ページ

申込・問合せ
ひとよし温泉マラソン実行委員会
事務局（市社会教育課内　☎２２
－２１１１　内線４０２３）

前日準備 当日
R8 年１月 24 日（土）R8 年１月 25 日（日）

午前９時～ 午前７時～

集
い
、
交
流
や
情
報
共
有
が
で
き

る
憩
い
の
場
で
す
。
お
茶
や
コ
ー

ヒ
ー
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

期
日　

令
和
８
年
１
月
14
日
㈬

時
間　

午
前
11
時
～
午
後
２
時

場
所　

二
条
橋
い
こ
い
の
家
（
上

青
井
町
１
８
１
番
地
）

参
加
費　

１
人
百
円

す
ず
め
の
学
校

　

Ｄ
カ
フ
ェ
青
い
鳥
で
は
認
知
症

予
防
ゲ
ー
ム
な
ど
で
交
流
す
る

「
す
ず
め
の
学
校
」
を
開
い
て
い

ま
す
。
脳
が
刺
激
さ
れ
る
笑
い
あ

り
、
癒
し
あ
り
の
ゲ
ー
ム
を
通
し

て
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
同
士

の
交
流
が
自
然
に
深
ま
り
、
頭
・

体
・
心
が
元
気
に
な
り
ま
す
。
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

期
日　

令
和
８
年
１
月
28
日
㈬

時
間　

午
前
10
時
～
正
午

場
所　

二
条
橋
い
こ
い
の
家

参
加
費　

１
人
百
円

問
合
せ　

Ｄ
カ
フ
ェ
青
い
鳥
（
☎

22
‐
３
４
９
３
）

り
幼
稚
園
、
城
本
町
１
０
３
３
番

地
）

テ
ー
マ　

ク
リ
ス
マ
ス
を
楽
し
も

う
！

対
象　

お
お
む
ね
３
歳
未
満
の
乳

幼
児
と
そ
の
保
護
者

定
員　

６
組
程
度
（
先
着
順
）

申
込
期
限　

12
月
19
日
㈮

申
込
・
問
合
せ　

ほ
っ
と
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
九
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
（
☎
32

‐
９
５
６
６
）

し
、「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」

社
会
を
実
現
す
る
に
は
、
私
た
ち

一
人
一
人
が
人
権
尊
重
の
重
要
性

を
改
め
て
認
識
し
行
動
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
こ
の
機
会
に
人
権

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

市
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

課
自
治
支
援
係

※一般事務・土木・建築：高卒程度
　行政事務Ａ・土木・建築・保健師：大卒程度
　行政事務Ｂ：社会人対象、学歴不問

一次試験日

申込期限 12/ ８（月）

試験内容など詳しくは市ホームペー
ジをご覧ください。

問合せ　市総務課職員係（☎２２－２１１１　内線３２１２）

人吉市　職員採用試験 検索

土
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相
　
談

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
就
労
相
談
窓
口
・

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
（
相
談
無
料
）

　

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
・
球
磨
ブ
ラ
ン

お
し
ご
と
出
張
相
談
会

in
サ
ポ
ス
テ
（
要
予
約
）

　

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

や
つ
し
ろ
で
は
、
求
職
中
の
皆
さ

ん
の
心
配
事
や
不
安
に
寄
り
添

い
、「
働
き
た
い
」
と
い
う
気
持

ち
を
応
援
す
る
た
め
、
出
張
相
談

▲�詳しくは
こちら

熊本県警察
人吉警察署ホームページ

問合せ　人吉警察署地域課
　　　　（☎２４－４１１０）

　ミニ広報紙などを掲
載しています。
　防犯・交通安全など
にご活用ください。

親
族
後
見
相
談
会

（
要
予
約
）

　

家
庭
裁
判
所
へ
の
提
出
書
類
の

作
成
方
法
な
ど
、
後
見
業
務
に
つ

い
て
の
悩
み
や
不
安
を
解
消
す
る

た
め
の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

対
象
者　

親
族
後
見
人
、
親
族
後

見
申
し
立
て
を
検
討
中
の
人

期
日　

12
月
18
日
㈭

時
間　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

チ
で
は
、
人
吉
球
磨
地
域
の
人
材

確
保
や
マ
ッ
チ
ン
グ
の
た
め
事
業

所
・
求
職
中
の
皆
さ
ん
を
支
援
し

て
い
ま
す
。
応
募
書
類
作
成
方
法

や
就
労
の
こ
と
な
ど
、
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

※
予
約
が
必
要
で
す
。

対
象
者　

求
職
・
転
職
希
望
者
や

そ
の
家
族
、
学
校
の
先
生
、
採
用

活
動
中
の
事
業
所
な
ど
。
年
齢
制

限
な
し
。

日
時　

平
日
（
祝
日
を
除
く
）
午

前
10
時
～
午
後
５
時

場
所　

県
球
磨
地
域
振
興
局
３
階

出
張
相
談
会

期
日　

12
月
19
日
㈮

時
間　

午
後
１
時
15
分
～
３
時

場
所　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
球
磨
会
議

室
（
下
薩
摩
瀬
町
）

申
込
・
問
合
せ　

ジ
ョ
ブ
カ

フ
ェ
・
球
磨
ブ
ラ
ン
チ
（
☎
22
‐

０
５
５
５
）

会
を
開
催
し
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
す
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

対
象
者　

15
～
49
歳
の
求
職
者
と

そ
の
家
族

期
日　

①
12
月
５
日
㈮

②
12
月
９
日
㈫　

③
12
月
16
日
㈫

時
間　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30

分場
所　

①
県
球
磨
地
域
振
興
局

②
市
役
所
相
談
室

③
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
球
磨
会
議
室

（
下
薩
摩
瀬
町
）

申
込
・
問
合
せ　

若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
つ
し
ろ
（
☎

０
９
６
５
‐
37
‐
８
７
３
９
）

▲�詳しくは
こちら

い
つ
で
も
人
権
相
談
が

で
き
ま
す

　

不
当
な
差
別
、
職
場
・
学
校
で

の
い
じ
め
、
近
所
と
の
ト
ラ
ブ

ル
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
誹ひ
ぼ
う謗

中
傷
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
な
ど
、

「
こ
れ
は
人
権
上
問
題
で
は
？
」

と
感
じ
た
り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？　

法
務
局
で
は
、
常
設

人
権
相
談
所
を
設
置
し
、
法
務
局

職
員
や
人
権
擁
護
委
員
が
人
権
に

つ
い
て
の
相
談
を
受
け
て
い
ま

す
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
、
費
用
は

か
か
り
ま
せ
ん
。
電
話
で
の
相
談

も
で
き
ま
す
。
人
権
問
題
の
解
決

に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

常
設
相
談
所

場
所　

熊
本
地
方
法
務
局
人
吉
支

局
（
寺
町
２
番
地
２
）

時
間　

月
～
金
曜（
祝
日
を
除
く
）

の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15

分問
合
せ　

熊
本
地
方
法
務
局
人
吉

支
局
（
☎
22
‐
３
３
９
３
）

介
護
の
ミ
ニ
講
座
と

介
護
の
相
談

　

介
護
に
つ
い
て
の
相
談
会
や
介

護
に
役
立
つ
ミ
ニ
講
座
を
開
催
し

ま
す
。気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

内
容　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座

期
日　

令
和
８
年
１
月
７
日
㈬

時
間　

午
後
１
～
３
時

場
所　

カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス
２
階

会
議
室

定
員　

10
人
程
度

申
込
期
限　

12
月
26
日
㈮

申
込
・
問
合
せ　

市
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
24
‐

９
１
９
３
）

講
　
座

就
活
や
仕
事
に
使
え
る

パ
ソ
コ
ン
講
座
（
要
予
約
）

　

就
職
活
動
や
仕
事
で
必
要
と
な

る
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
的
な
ス
キ
ル

を
無
料
で
学
べ
ま
す
。
初
心
者
で

も
安
心
し
て
参
加
で
き
ま
す
。

期
日　

12
月
17
日
㈬

時
間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

場
所　

県
球
磨
地
域
振
興
局

対
象　

15
～
49
歳
の
求
職
者

申
込
・
問
合
せ　

若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
つ
し
ろ
（
☎

０
９
６
５
‐
37
‐
８
７
３
９
）

　気温が氷点下になり水道管が凍結すると、水が出
なくなるだけでなく、破裂することもあり、その場
合の修理費は自己負担です。
　特にアパートなどで水道管・給湯器などの配管が
破裂した場合は、流れ出た水でほかの入居者にも迷
惑をかける恐れがあります。
　本格的に冷え込む前に、水道管の冬じたくをしま
しょう。

問合せ　市上水道課施設係（☎２２－２１１１　内線２３１５）

今からできる凍結防止対策
◎�むき出しの管は、冷えやすく、凍りやすくなりま
す。ホームセンターなどで買えるパイプカバーを
かぶせて隙間をビニールテープで巻いて保護する
と効果的です。

◎�水道管や蛇口に布類を巻き、雨などで濡れないよ
うにビニールを巻きつけてから、ビニールテープ
などで保護する方法もあります。

メーター部分の凍結防止には、
布を入れたビニール袋を敷き詰
めると効果的です。

メーターボックス

　蛇口を開けて凍った部分
にタオルか布をかぶせ、蛇
口の先の方からぬるま湯を
満遍なくゆっくりとかけて
ください。熱湯は厳禁です
（破裂やヒビ割れの恐れが
あります）。

凍結して水が出ないときは？

止水栓（バルブ）

▲メーターボックス

　止水栓を閉めて、市指定給水
装置工事店に修理を依頼してく
ださい。雪が積もると、止水栓
の位置が分からなくなります。
事前に止水栓の位置を確認して
おきましょう。指定給水装置工
事店は市ホームページで確認す
るか、市上水道課にお尋ねくだ
さい。

水道管が破裂やヒビ割れしたときは？

▲ �市ホーム
ページ

水道管の凍結で給湯器の流
入弁や減圧弁の破裂が発生
します。早めの
凍結対策をお願
いします。

給湯器

障
が
い
の
あ
る
人
の

職
業
訓
練
生
募
集

　

国
立
県
営
福
岡
障
害
者
職
業
能

力
開
発
校
（
北
九
州
市
若
松
区
）

で
は
、
令
和
８
年
度
の
訓
練
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

科
目　

①
３
Ｄ
‐
Ｃ
Ａ
Ｄ
科

②
プ
ロ
グ
ラ
ム
設
計
科

③
商
業
デ
ザ
イ
ン
科

④
Ｏ
Ａ
事
務
科

⑤�

流
通
ビ
ジ
ネ
ス
科
（
流
通
ビ
ジ

ネ
ス
科
音
声
パ
ソ
コ
ン
コ
ー

募
　
集

場
所　

市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

申
込
・
問
合
せ　

人
吉
球
磨
成

年
後
見
セ
ン
タ
ー
（ 

☎
24
‐

８
８
０
０
）

「
人
吉
城
歴
史
館
企
画
展
」 

記
念
講
演 

聴
講
者
募
集
！

　

人
吉
城
歴
史
館
企
画
展
「
お
か

え
り
、
ふ
る
さ
と
の
宝
物
展
」
の

展
示
品
の
一
つ
、「
女
お
ん
な

乗の
り
も
の物

」。
そ

の
修
理
に
関
わ
っ
た
公
益
財
団
法

外が
い
こ
く
じ
ん

国
人
の
た
め
の

日に
ほ
ん本
文ぶ
ん
か化
体た
い
け
ん
か
い

験
会

　

市し

国こ
く
さ
い際
交こ

う
り
ゅ
う流
協き

ょ
う
か
い会
で
は
、

市し
な
い内
に
在ざ

い
り
ゅ
う留し
て
い
る
外が

い
こ
く
じ
ん

国
人
と

日に
ほ
ん本
文ぶ

ん
か化
体た

い
け
ん験
を
通つ

う

じ
て
、
地ち

い
き域

住じ
ゅ
う
み
ん
民
と
の
交こ

う
り
ゅ
う流
の
輪わ

を
広ひ

ろ

げ
る

機き
か
い会
を
設も

う

け
る
イ
ベ
ン
ト
を
開か

い
さ
い催

し
ま
す
。
詳く
わ

し
く
は
市し

ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧ら
ん

く
だ
さ
い
。

期き
じ
つ日　

令れ
い
わ和
８
年ね

ん

１
月が

つ

18
日に

ち

（
日に

ち
よ
う
び

曜
日
）

時じ
か
ん間　

午ご

ご後
１
時じ

30
分ぷ

ん

～
４
時じ

場ば
し
ょ所　

東と
う
ざ
い西
コ
ミ
セ
ン

対た
い
し
ょ
う
象　

市し
な
い内
在ざ

い
り
ゅ
う
留
の
外が

い
こ
く
じ
ん

国
人

参さ
ん
か
ひ

加
費　

１
０
０
０
円え

ん

申も
う
し
こ
み
ほ
う
ほ
う

込
方
法　

事じ
ぜ
ん前
に
申も

う

し
込こ

み
が

必ひ
つ
よ
う要
で
す
。
市し

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
申も
う

し
込こ

ん
で
く
だ
さ
い
。

問と
い
あ
わ合
せ　

市し

国こ
く
さ
い際
交こ

う
り
ゅ
う流
協き

ょ
う
か
い会

事じ
む
き
ょ
く

務
局
（
市し

社し
ゃ
か
い
き
ょ
う
い
く
か

会
教
育
課

生し
ょ
う
が
い
が
く
し
ゅ
う

涯
学
習
係か

か
り
な
い内　

☎
22
‐

７
０
２
８
）

▲�申し込み
はこちら

人
元が

ん
ご
う
じ

興
寺
文
化
財
研
究
所
か
ら
講

師
を
招
き
、
研
究
所
で
行
わ
れ
た

修
復
の
内
容
や
新
た
に
分
か
っ
た

こ
と
な
ど
の
講
演
を
し
ま
す
。

期
日　

12
月
14
日
㈰

時
間　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

場
所 

人
吉
城
歴
史
館
研
修
室

講
師　

公
益
財
団
法
人
元
興
寺

文
化
財
研
究
所 

文
化
財
調
査
修

復
研
究
グ
ル
ー
プ
統
括
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー　

雨あ
め
の
も
り森
久ひ

さ
て
る晃
さ
ん

受
講
料　

無
料

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

申
込
期
限　

12
月
12
日
㈮

申
込
・
問
合
せ 

市
文
化
課
文
化

財
係

ス
）

⑥
総
合
実
務
科

⑦
職
域
開
発
科

訓
練
期
間　

１
年
間
（
②
は
２
年

間
、
⑦
は
６
カ
月
）

定
員　

①
～
④
20
人
、⑤
30
人（
う

ち
５
人
は
音
声
パ
ソ
コ
ン
コ
ー

ス
）、
⑥
15
人
、
⑦
10
人

申
込
期
限　

令
和
８
年
１
月
８
日

㈭入
校
日　

令
和
８
年
４
月
９
日
㈭

問
合
せ　

福
岡
障
害
職
業
能
力
開

発
校
（
☎
０
９
３
‐
７
４
１
‐

５
４
３
１
）
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保健センターだより 保健センターだより

問合せ　市保健センター（☎２４－８４２０、☎２４－８０１０）

救急病院
外山胃腸病院 ２２－３２２１ 球磨病院 ２２－３１２１ 愛生記念病院 ２２－６８７８

受付時間：午前９時～午後５時

受付時間：午前９時～午後５時

令和８年１月の休日在宅医・当番薬局

年末年始の休日在宅医・当番薬局

※受診前に病院に連絡してください。
※�変更になることがあります。病院に連

絡がつかない場合は、市ホームページ
をご覧になるか、市役所（☎２２－
２１１１）にご確認ください。（日曜・祝日対応可）

熊本県救急安心センター（24時間365日受付）
☎＃７１１９（15歳以上）
熊本県子ども医療電話相談（平日：午後７時～翌朝
８時、土曜は午後３時～、日曜・祝日は午前８時～）
☎＃８０００（15歳未満）

日 医療機関名 電話番号 薬局名 電話番号

11 ㈰
人吉皮膚科医院 ２２－６２１１ 高階誠心堂薬局西間店 ２２－７８８０
増田クリニック小児科 ２２－３５７０ 五日町薬局 ２３－６２２８

12 ㈪
人吉リハビリテーション病院 ２４－６１１１ ミユキ薬局インター店 ２２－７４７２
やまむら小児科・内科 ４５－０００５ エスエス堂きりん本町薬局 ４５－６３３０

18 ㈰
平井整形外科リハビリテーションク
リニック

２４－８２１３ エスエス堂瓦屋店 ２２－６５５０

たかはし小児科内科医院 ２４－２２２２ たんぽぽ薬局 ２３－６１７０

25 ㈰
外山胃腸病院 ２２－３２２１ うさぎ薬局人吉店 ３２－９６２１
やまむら小児科・内科 ４５－０００５ エスエス堂きりん本町薬局 ４５－６３３０

日 医療機関名 電話番号 薬局名 電話番号

28 ㈰
堤病院附属九日町診療所 ２２－２２５１

さくら調剤薬局九日町店 ２２－２１６２
堤病院附属九日町診療所小児科 ２２－２２５１

29 ㈪
仁誠会クリニック人吉 ２４－５６１１ きりん薬局西間店 ２４－６３３６
増田クリニック小児科 ２２－３５７０ 五日町薬局 ２３－６２２８

30 ㈫
とやまクリニック胃腸科・肛門科 ２８－３３７５ ぎんなん薬局 ２８－３３３５
たかはし小児科内科医院 ２４－２２２２ たんぽぽ薬局 ２３－６１７０

31 ㈬
外山内科 ２２－２００３ にのまち薬局 ２３－６９３３
やまむら小児科・内科 ４５－０００５ エスエス堂きりん本町薬局 ４５－６３３０

１
／
１
㈭
豊永耳鼻咽喉科医院 ２２－２０３１ ココ薬局 ２２－７９９５

増田クリニック小児科 ２２－３５７０ 五日町薬局 ２３－６２２８

２ ㈮
外山胃腸病院 ２２－３２２１ うさぎ薬局人吉店 ３２－９６２１
公立多良木病院小児科 ４２－２５６０ ファーコス薬局多良木いちご ４２－６８８８

山口薬局 ４２－２１２３

３ ㈯
ひとよし内科 ２４－１２１１ クスノキ薬局御薬園店 ３２－９１８３
人吉医療センター小児科 ２２－２１９１ さくら調剤薬局医療センター前店 ３２－９６５７

４ ㈰
ひとよし西村醫院 ３２－８２９０ クスノキ薬局あいだ店 ３２－８７７５
たかはし小児科内科医院 ２４－２２２２ たんぽぽ薬局 ２３－６１７０ 紹介状が届いた人は必ず精密検査を受けましょう

問合せ　保健総務係

　市民健診を受けた後、精密検査の紹介状が届いた
皆さん、精密検査は受けましたか？　「仕事が忙し
くて時間がない」「症状がないから大丈夫」「何か病
気が見つかるのが怖い」という人もいるかもしれま
せん。
　精密検査は病気や病状を特定し、治療が必要かど
うかを調べます。検査を先延ばしにすると、病気が
重症化し膨大な治療費がかかったり、仕事を長期間

休んだりと生活に支障が出る場合があるので、紹介
状が届いた人は必ず医療機関を受診しましょう。
　がん検診では、がんがないのに「あるかもしれな
い」と判断される場合があります。確実に「がんは
ない」と判断するには精密検査が必要で、精密検査
の受診までががん検診です。
※�紹介状を紛失した人は再発行できます。市保健セ

ンターにお問い合わせください。

一緒にウオーキングしませんか？

校区
令和８年

集合場所 スタート
１月 ２月 ３月

西 ３日㈯ ７日㈯ ７日㈯ 東西コミセン
午前８時 30分

東 10 日㈯ 14日㈯ 14日㈯ 人吉東小

中原
17 日㈯ 21日㈯ 21日㈯

中原コミセン
午前８時

西瀬 西瀬コミセン
駐車場

大畑 － 28日㈯ 28日㈯ 大畑コミセン
２月：
午前８時 20分
３月：午前９時

問合せ　健康増進係

※�スタートの 20 分前から受け付けます。
※�全校区で保険に加入しますので、必ず受

け付けをしてください。
※�小学生以下は保護者同伴で参加してくだ

さい。
※�お住まいの校区にかかわらず参加できま

す。どのコースも歩く時間は約１時間で
す。水筒などは各自で準備してください。

日 医療機関名 電話番号 診療時間
12月30日（火） 瓦屋町歯科 ２５－１８００ 午前10時～午後４時

年末の休日歯科診療 ※事前に電話連絡をして、受診してください。

子育て講演会を開催します

問合せ　健康増進係

　子どもの目の見え方を確認していますか？　
ゲームや動画コンテンツを利用する機会が増え
て、視力が低下しているお子さんを多く見かけま
す。今からやっておきたい「子どもの視力を守る
方法」について楽しく学べる講演会を開催します。
お気軽にご参加ください。

演題　「０歳から始める " 見る力 " の育て方」
　　　～就学前に知っておきたい視力の大切さ～
期日　令和８年１月 15 日（木）
時間　午後１時 30 分～３時
場所　市保健センター２階多目的室（市役所横）

定員　50 人程度
参加費　無料
申込方法　２次元コードから
申し込んでください。
申込期限　12 月 26 日（金）

※�駐車スペースに限り
があるため、できる
限り乗り合わせか公
共交通機関をご利用
ください。

▲

�申し込み
はこちら

▲�詳しくは
こちら

一般社団法人
子どもの視力を守る会

講師

理事　杉村彩
あ や み

美さん

熊本県救急安心センター（24時間365日受付）
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問  市保健センター（ ☎２４－８０１０）

▲ �川畑智
さとし

さん。熊本県を拠点に、病院・施設で認知症予防や認知症ケアの実践に取り組むととも
に、全国各地での講演活動にも力を注ぎ、介護予防の普及啓発活動や研究活動を行っている

川畑
式

　人吉市にはたくさんの事業所があり、生き生きと働く人たちが
町を活気づけています。このコーナーでは、市内で働く若者を紹
介します。
　掲載希望事業所を募集しています。ぜひお問い合わせください。

問 市商工観光課（☎２２－２１１１　内線２１３４）

人吉市地域おこし協力隊の活動の様子をお届けします。

▲

�市移住定住
サイト

Ｑ.30

答えは29㌻！

子どもの健全な成長とメディアとの付き合い方

　テレビやスマホなどメディアが多様化し、子育て
に大きな影響を与えています。子どもは、身近な人
との関わり合いや遊びなどの体験を重ねて人間関係
の基礎を築き、心と体を成長させます。要求に応え
てくれる大人とのやりとりは親子の絆を生み、自分
が受け入れられているという経験を積み重ねること
で、幼少期から自己肯定感を育みます。
メディア利用のメリットとリスク
　家事などで手が離せないときにメディアに頼るこ
とはありますが、過度な利用には注意が必要です。
メリット
〇�遠方に住む祖父母などと通話ができる
〇�珍しい生き物の映像を見るなど、好奇心を満たす

道具になる
リスク
〇�親子の会話や体験を共有する時間が失われ、コ

ミュニケーションが不足する

メディア使用ルールの例

□食事中はテレビやスマホを消す
□テレビやスマホは１日２時間まで
□�子ども部屋にテレビやスマホ・タブ

レット、ゲームは置かない
□スマホやゲームはリビングで使用する
□ルールが守れなかった時の約束事を決める

①

夏 春 冬
春 夏
秋 夏 春

春
冬 夏 秋

夏 冬

②

No.55

〇�メディアからの情報は一方的な刺激のため、子ど
もの発達に影響を及ぼす

〇�睡眠障害や視力・体力・学力低下につながる
体験の重要性と家庭でのルールづくり
　メディアからの情報だけでなく、五感を使って体
験することも、子どもの健全な成長にはとても重要
です。子どものメディア使用は保護者の管理が大切
です。それぞれの家庭でルールをつくり、メディア
と上手に付き合っていきましょう。

季節が３つそろってい
るところ（薄緑色のマ
ス）をヒントにしなが
ら考えてみましょう。

春夏秋冬パズル
タテ、ヨコ、ナナメ（対角線）に春夏秋冬がそろうよう、
空欄に「春」、「夏」、「秋」、「冬」のどれかを入れましょう。

ちん　たんたん
令和６年７月着任

地方創生事業業務を担当

陳 丹丹
株式会社アイアイアイ

　人吉はアニメ『夏目友人帳』の影響で海外でもよ
く知られ、多くのファンが訪れてモデル地巡りを楽
しんでいます。アニメに登場する場所を一つ一つ巡
り、シーンを再現しながら、作品の中で描かれた人
吉の魅力を実際に感じているのです。
　多くの人が「すてきな時間だった」「もっと人吉
にいたい」と話し、「人の温かさを感じた」「みんな
親切だった」と感想を寄せてくれます。優しく案内
してくれるタクシーの運転手さん、温かく迎えてく
れる宿のご主人など、その全てが旅の思い出をより
深くしています。思わず「ねっ、人吉って本当にす
てきな所でしょう！」と叫びたくなるのです。
　人吉に来て１年半ほど。たくさんの出会いと温も
りをいただきました。これからもこの温かく美しい
まちで、ずっと暮らしていけたらと思っています。

▲

�ファンたちがみんな訪れ
る青井阿蘇神社の祓（み
そぎ）橋

▲ �モデル地の一つ「天狗（て
んぐ）橋」　の前で観光
客に説明

人吉衛生設備管理有限会社

　入社して 2 年目、西間上・下町のごみ収集を担当してい
ます。この会社で働く父の話を聞き、小学 5 年から続けて
いる陸上競技と仕事を両立するために、土・日曜が休めるこ
の会社を選び就職しました。職場は、上司に何でも相談でき
るいい環境です。ごみ収集車を運転するので「人が飛び出す
かも」と常に「かもしれない運転」で安全運転を心掛けてい
ます。住民の皆さんから直接「ありがとう」と言葉をかけて
もらえる瞬間が一番のやりがいです。今後は中型車やフォー
クリフトの免許を取り、いろいろな業務に挑戦したいです。
人吉が住みやすい街になるよう、これからも頑張ります！

所在地：合ノ原町 417 番地 2
設立：昭和 48 年 10 月
代表者：岩下 昌功
社員数：47 人
事業内容：ごみ・産業廃棄物の収集
運搬、浄化槽維持管理・清掃など
☎２２－５２００ 豊

とよなが

永 愛
ま な と

斗（19）　蓑野町
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監修：熊本県手話サークルわかぎ人吉・球磨グループ
問　市福祉課障がい者支援係（☎２２－２１１１　内線１２４４）

問

▲

�蔵書検索
と予約は
こちら

　  市図書館　☎２４－３５１８
場所：カルチャーパレス２階
開館時間：午前９時～午後５時
休館日：月曜（祝日の場合はその翌日）

市防災課防災係（☎２２－２１１１　内線３２４１）災害への防災意識や命を守る方法のお話を紹介します。

新刊案内

▲

�消防庁「防災マニュアル」

Vol.112

年末年始休館

Vol.８

Ａ.30川畑
式

問題は27㌻にあります。

12月の図書館カレンダー

日 月 火 水 木 金 土
12/ １ ２ ３ ４ ５ ６

７ ８ ９ 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31 １/ １１/１ ２ ３
４ ５ ６ ７ ８ ９ 10

休館日

　日常会話の中でよく使う手話を紹介します。2025年も残りわず
かとなりました。年末年始にちなんで、「終わり」と「始まり」を
Let’s お手話べり！　よいお年をお迎えください。

モデル：德澄司さん

両手のひらを相手
に向け、軽く斜め
に構える。両手を
同時に左右に開く

始まり終わり

両手の甲を相手に
向け、指は全部伸
ばす。指をすぼめ
ながら手を下ろす

▲
�過去の連載は
こちら

①

No.４

　今回は、実際に地震が起きたときの
行動を、状況別に分かりやすく説明し
ます。

屋内にいるとき
・�頭を保護して安全な

場所に避難
する

・�慌てて外に飛び出さ
ない

・�無理に火を消そうと
しない

・�トイレや浴室で揺れ
を感じたらドアを開
けて避難路
を確保する

地震が起きたときに取るべき行動

　緊急地震速報が発表されたり、突然揺れを感じたりしたときに、慌てず適切な行動が
とれるよう、日頃から行動のポイントを確認しておきましょう。

屋外にいるとき
・�ブロック塀や看板、

割れたガラ
スの落下に
注意する
�エレベーター内

・�全階のボタンを押し
て最初に停止した階
で降りるが、停止し
た 階 の 状 況
を 見 極 め て
判断する

車の運転中
・�急ブレーキを避けてゆ

るやかに速度を落とし
て道路の片側に停車す
る

・�ハザードランプを点灯
してラジオなどの情報
や周りの状況に応じて
行動する

揺れがおさまったら
・�底の厚いスリッパや

靴を履いて安全な場
所に移動する

・�火元を確認。ガスな
ど に 引 火 し な い よ
う、安全が確認でき
るまで火をつけない

・�通電火災にも注意。
避難時はブ
レーカーを
落とす

　今回は、論理的推理力のアップが期
待できる問題を出題しました。先を読
みながら考える力は、日常生活の中で
起こる問題の早期解決につながりま
す。

冬 春 秋 夏
夏 秋 春 冬
春 冬 夏 秋
秋 夏 冬 春

②

春 秋 夏 冬
冬 夏 秋 春
秋 春 冬 夏
夏 冬 春 秋

児
童
向
け

一
般
向
け

新版 こどものための
ドラッグ大全

深見 塡
しん

 著長岡 弘樹 著

新・教場２

　地元の有志らでつくるJOY倶楽部コンサート実行
委員会から、10月23日に市図書館へ目の不自由な
人の生活などを記した本など42冊の寄贈がありま
した。寄贈された本は、
市図書館の「こども図
書館」に特設コーナー
を設けて展示・貸し出
ししています。

　

11
月
15
日
、
待
ち
に
待
っ
た
天て

ん
ぐ狗
橋ば

し

が
完
成
し
、
金
子
大
臣
を
は
じ
め
多
く

の
方
々
が
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
り
式
典

と
通
り
初
め
を
み
ん
な
で
祝
い
ま
し

た
。続
く
、ア
ニ
メ『
夏
目
友
人
帳
』フ
ァ

ン
の
皆
さ
ん
と
の
開
通
記
念
イ
ベ
ン
ト

で
は
、
ニ
ャ
ン
コ
先
生
を
抱
き
な
が
ら

橋
を
渡
る
姿
が
微
笑
ま
し
く
、
心
温
ま

る
ひ
と
と
き
。
そ
の
夜
の
鍛
冶
屋
町
通

り
は
妖
怪
祭
り
。
熊
大
や
県
立
大
の
学

生
さ
ん
ら
の
協
力
も
あ
り
、
熱
気
と
笑

顔
に
包
ま
れ
ま
す
。
翌
日
の
Ｓ
Ｌ
人
吉

動
態
化
お
披
露
目
式
で
も
、
息
を
吹
き

返
し
た
Ｓ
Ｌ
を
見
よ
う
と
、
多
く
の
方

が
集
ま
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
こ
の

両
日
は
、
笑
顔
と
喜
び
の
涙
を
流
さ
れ

る
方
を
何
度
も
目
に
し
、
私
も
胸
が
熱

く
な
り
、
日
常
の
あ
り
が
た
さ
と
先
人

た
ち
へ
の
感
謝
が
心
に
刻
ま
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
辛
い
時
期
を
過
ご
し
て
き

ま
し
た
が
、
諦
め
ず
踏
ん
張
っ
て
、
汗

を
流
し
て
乗
り
越
え
て
こ
ら
れ
た
皆
さ

ん
の
努
力
が
実
を
結
び
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
、
人
も
妖
あ
や
か
しも

心
豊
か
に
暮
ら
せ

る
ま
ち
を
、
皆
さ
ん
と
共
に
創
り
上
げ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 真 
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年末年始のごみ収集日は15㌻をご覧ください。行事カレンダー ※CP：カルチャーパレス、SP：スポーツパレス
※変更になることがあります。

 編集後記 ひとよしの情報発信

市公式

移住定住サイト
「人よしライフ」

人吉市
防災ポータル

F
フ ェ イ ス ブ ッ ク

acebook
市民向けの情報

F
フ ェ イ ス ブ ッ ク

acebook
市の魅力発信

友だち追加・フォロー

お待ちしてます♪

ホームページ

I
イ ン ス タ グ ラ ム

nstagram
@hitoyoshi_city

市公式 SNS（会員制交流サイト）

X
エックス

（旧 T
ツ イ ッ タ ー

witter）
@hitoyoshishi

L
ラ イ ン

INE
@hitoyoshi_city

■ �予定や場所は変更となる場合があります。 詳しくはお問い合わせください。

RKK でリモコンのｄボタンを押し
「デタポン」を選んで「決定」！

地デジ チャンネル３

テレビ（データ放送）を利用した
住民情報サービス

予防接種の管理や

成長記録に！

母子手帳アプリ

広報ひとよしをスマホでチェック！

母子モ

令和８年１月の各種相談ガイド

相談内容 期日 時間 場所 予約・問合せ

無料法律相談
（予約制）

６日㈫
20日㈫

午前10時～
午後３時 市消費生活センター 市消費生活センター

（☎22－2111　内線1060）

暮らし安心法律相談
（予約制） ８日㈭ 午後１時30分～

４時
市総合福祉センター
相談室

人吉球磨成年後見センター
（☎24－8800）

暮らしのなんでも相談
（行政相談） 27日㈫ 午前10時～正午 西瀬コミセン 市消費生活センター

（☎22－2111　内線1060）

心配ごと・無料法律
相談会

（予約優先）
28日㈬ 午後１～３時

あ さ ぎ り 町 商 工 コ
ミュニティセンター

「ポッポー館」
あさぎり町商工観光課

（☎45－7200）

こころの健康相談
（予約制）

①８日㈭
②23日㈮ 午後２～３時

①人吉保健所
②�多良木町多目的
　研修センター

人吉保健所保健予防課
（☎22－3107）

八代年金事務所
年金出張相談
（予約制）

毎週月曜
（12日を除く）

午前９時～
午後４時30分 市役所１階相談室

予約先：八代年金事務所
（☎0965－35－6123）
※自動音声受付（①→②）

令和２年７月豪雨
被災者のための災害
復興住宅融資相談会

（完全予約制）

平日
（ 祝 日・ 年 末
年始を除く）

午前10時30分～
午後３時30分

市福祉課
被災者支援係

住宅金融支援機構熊本センター
（☎096－241－6180）

10 ㈬

11 ㈭

12 ㈮

13 ㈯ 東校区ウオーキングデー
（人吉東小、8:30 ～）

14 ㈰
・人吉駅伝大会
・�人 吉 城 歴 史 館 企 画 展 記

念講演（人吉城歴史館、
10:00 ～）

15 ㈪

16 ㈫
・�12月定例市議会閉会
・�おしごと出張相談会inサ

ポステ（ハローワーク球
磨、13:30 ～）

17 ㈬

18 ㈭ 親族後見相談会（市総合福
祉センター、13:30 ～）

19 ㈮
ワンストップ就労相談窓
口・ジョブカフェ（ハロー
ワーク球磨、13:15 ～）

20 ㈯

・�中原校区ウオーキングデー
（中原コミセン、8:00 ～）

・�西瀬校区ウオーキングデー
（ 西 瀬 コ ミ セ ン 駐 車 場、
8:00 ～）

12月

１ ㈪ 広報配布

２ ㈫

３ ㈬ �介護のミニ講座と介護の相
談（CP、13:00 ～）

４ ㈭ 特設人権相談所（市役所、
9:00 ～）

５ ㈮
おしごと出張相談会inサポ
ステ（県球磨地域振興局、
13:30 ～）

６ ㈯

・�西校区ウオーキングデー
（東西コミセン、8:30 ～）

・�お出かけ知事室（市保健
センター、10:00 ～）

・�MOZOCA森 の お 話 し 会
（MOZOCAス テ ー シ ョ ン、
11:20 ～）

７ ㈰
・�人吉市歳末たすけあい演

芸会（CP、10:00 ～）
・�犬のしつけ教室（県球磨

地域振興局、10:00 ～）

８ ㈪

９ ㈫ おしごと出張相談会inサポ
ステ（市役所、13:30 ～）

21 ㈰

22 ㈪

23 ㈫

24 ㈬
・市内小・中学校終業式
・教育委員会定例会（市役
所、9:30 ～）

25 ㈭

26 ㈮ 官公庁仕事納め

27 ㈯

28 ㈰ 年末特別警戒（～ 29日㈪）

29 ㈪

30 ㈫

31 ㈬

令和８年１月

１ ㈭ 元日

２ ㈮

３ ㈯ 成人式（CP）

４ ㈰

５ ㈪
・官公庁仕事始め
・広報配布
・�献血（県球磨地域振興局、

10:00 ～、13:15 ～）

まちづくり情報をまちづくり情報を
発信しています発信しています

公式note公式note
公式X公式X
公式Instagram公式Instagram

市政に対する意見や要望などを受け付けています。

・各窓口
・ひらめき箱：
市役所１階市民コーナー内
・電子メール：
info@hitoyoshi.kumamoto.jp

リンクをリンクを
まとめています
まとめています

　広報紙の感想や「こんな情報が知りた
い」「この人を取材してほしい」など、お
気軽にお送りください。今後の紙面づく
りの参考にさせていただきます。
※取材は希望に沿えない場合があります。

広報ひとよしへのご意見をお待ちしています

こちらから
どうぞ

昨年３月にラストラ
ン を 終 え、 同 年11月
に里帰りしたSL人吉。
石炭ではなく、空気で
動く展示で復活し１年
８カ月ぶりに再始動し
ました。詳しくは４～
５㌻をご覧ください。

今月号では、議会でしっかり意見を述べる中学生
や、海外で貴重な体験をした小・中学生を取材

しました。みんな堂々としていて、素晴らしい経験を
積んでいるなぁと感心しました✨  それに比べ私が小・
中学生だった頃は、そんな大それたことは全く考えず
遊ぶことしか考えてなかったな……😅  子どもたちか
ら、大いに刺激を受けた１カ月でした‼（渡邊）
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申込・問合せ　公益社団法人　人吉市シルバー人材センター（☎２４－４６８１）

　定年退職者などの高年齢者の皆さんに、それぞれ
のライフスタイルに合わせた「臨時的・短期的な仕
事」やこれまで培った「知識・技能を活かせる軽易
な就業」の機会を提供しています。また、ボラン
ティア活動をはじめとしたさまざまな社会参加を通
じて、健康で生きがいのある生活の実現を支援する
とともに、地域社会の福祉の向上や活性化に貢献し
ています。

対象
・市内に住む 60 歳以上の人
・健康で働く意欲のある人
・社会参加や生きがいの充実を希望する人
申込方法
　いつでも受け付けています。事前に連絡し、同セ
ンターで申請書を提出してください。詳しくはお問
い合わせください。

活動内容

社会貢献活動（神社や小学
校の環境美化作業など）

依頼業務の実施（苗管理や
墓掃除、買い出し補助など）

自主活動として介護予防活
動を実施（ころばん体操）

人吉市シルバー人材センター

　地域でいきいきと活動する高齢者の自主組織「シ
ニアクラブ」。市内には 37 のシニアクラブがあり、
1,582 人の会員が充実した毎日を送っています。仲
間づくりを通じて、生きがいや健康づくり、友愛活
動など、毎日を楽しく過ごすためのさまざまな活動
を実施。また、長年の経験や知恵を生かして世代を
超えた交流を深め、地域を支える力として活躍して
います。

活動内容

健康安全運転講座への参加 友愛活動（地域の見守り） ふれあいスポーツ大会の実施

対象
・�市内に住むおおむね 60 歳以上の人（60 歳未満も

参加できます）
・健康づくりに意欲のある人
・生きがいの充実や社会参加を希望する人
申込方法
　近くの地域にあるシニアクラブに申し込んでくだ
さい。詳しくはお問い合わせください。

申込・問合せ　人吉シニアクラブ（☎２３－３９２７）

人吉シニアクラブ（人吉市老人クラブ連合会）


